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平成２２年第２回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２２年６月１８日（金曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員（出席議員（出席議員（出席議員（１１１１５５５５名）名）名）名）    

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  谷 村 孝 一 君 

   １番  吉 岡 文 子 君 

   ２番  森 川   明 君 

   ３番  五 十 嵐 聡 君 

   ４番  高 田 正 則 君 

   ５番  高 橋 幹 夫 君 

   ６番  阿 部 義 一 君 

   ７番  長谷川 吉 春 君 

   ８番  米 田 良 克 君 

  １０番  小 関 勝 教 君 

  １１番  土 井 敏 興 君 

  １２番  本 郷 幸 治 君 

  １３番  紫 藤 政 則 君 

  １４番  林   国 夫 君 

 

◎欠席欠席欠席欠席議員（議員（議員（議員（１１１１名）名）名）名）    

   ９番  白 木 優 志 君 

 

◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  板 東 知 文 君 

 総 務 部 長  藤 井 英 昭 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  中 井 英 雄 君 

 農 政 部 長  須 田 正 毅 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 二 君 

 消  防  長  霜 田 公 法 君 

 総務部総務課長  大 崎   聡 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

 教育委員会委員長  白 戸 仁 康 君 

 教  育  長  安 田 昌 彰 君 

 教 育 部 長  前 田 敏 和 君 

 

 選挙管理委員会委員長  後 藤 泰 彦 君 

 選挙管理委員会事務局長  秋 場 勝 義 君 

 

 農業委員会会長  佐 藤 博 道 君 

 農業委員会事務局長  林   忠 男 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  鎌 田   覚 君 

 

◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

 事 務 局 長  岡 嶋 博 文 君 

 次     長  中 平 匡 司 君 

 

午前１０時００分開議 

 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

 

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

    ７番 長谷川吉春議員 
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    ８番 米田良克議員 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第２、一般

質問に入ります。 

 発言通告により、順次発言を許します。 

１５番、谷村孝一議員。 

●１５番谷村孝一議員（登壇） 平成２２年

第２回市議会定例会に当たり、私は大綱２点

について市長にお伺いいたします。 

その１点目は、環境行政で、生ごみの処理

についてであります。 

このことについては、昨年の第１回定例会

でも同僚議員が質問しておりますが、今後の

ごみ処理体系として、今日まで目指してきた

南空知地域ごみ処理広域化検討協議会も諸課

題が多く、広域処理を断念し、計画が頓挫し

た状態であります。本市としても焼却以外の

新しいごみ処理システムのあり方について、

生ごみを含む可燃ごみの処理に対する独自の

基本的な考え方を今年中に整理すると答弁さ

れておりますが、現時点でどの程度検討をさ

れておるのか、状況をお知らせいただきたい

と思います。 

本市のごみの最終処分場も平成１９年から

開始以来、既に３年を経過し、５カ年経過後

には生ごみを含めた可燃ごみを別途処理しな

ければ、計画の１５年間は到底無理であり、

その対策が急がれておりますが、そこで、現

在の生ごみだけを考えた場合、事業系生ごみ

を含めて１日当たりの搬入量は何トンぐらい

になるのかお伺いをいたします。 

現在のところ、食品廃棄物のリサイクルの

方法としては、大きく分けて飼料化、肥料化、

メタン化の方法があり、いずれも一長一短が

あり、一般的に普及に至っていないのが現状

であります。中でも、道内自治体の中で進め

られている堆肥化でありますが、これも油分

や塩分があり、使用価値が低いと言われてお

ります。 

そこで、先日の新聞記事に食品廃棄物のエ

タノール化が環境省の地球温暖化対策技術開

発事業で実証されたプラントで、今後の自治

体向けのプラントとして需要が見込まれてお

る画期的なものであり、ちなみに、生ごみ１

０トンに対し、エタノールがＤ３ガソリン５

００リッター回収、油からＡ重油が７００リ

ッターが精製でき、ＪＡＳＯ規格及び品確法

に基づく自動車ガソリン強制規格に適合し、

車、農業機械の燃料、ボイラー用燃料として、

地産地消による温暖化防止対策にも一役買っ

て、既に北九州は稼働し、愛知県では、本年

１１月より稼働のようであります。この際、

本市の独自の対策にこの方法も検討する価値

があると思いますが、市長の考え方をお伺い

いたします。 

なお、過日、私ども会派の中で技術者を呼

んで勉強会を行っておりますので、必要であ

れば資料等も用意いたしております。 

次に、大綱の２点目は農業行政で、農業排

水管の改修についてであります。 

本市農業も天候不順により作業の遅れが心

配されておりましたが、６月に入ってからの

天候の回復により、植えつけ豆類の播種も終

わり、成育も順調に推移しております。まず

は一安心の中で管理作業に精を出しておられ

ることと思います。 

今年から始まった米の戸別所得補償モデル
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事業でありますが、今まさに加入申請の時期

でもあり、水田の利活用事業も含めて、現在

集計中であり、１００％の加入を見込んでい

るところであります。明年から本格事業に向

けて問題点を洗い出し、事業の改善に向け、

関係機関や農業団体が検証し、セキュリティ

ーも含めた要請活動を展開しております。加

えて、本市で計画中の国営農地再編整備事業

も明年の採択に向け、今年１年が正念場であ

り、市長をはじめ関係者の努力に期待するも

のであります。 

さて、本市の農業は今日まで国・道の事業

を取り入れ、絶えず土地改良を進めており、

その都度、農村地域の市道、側溝と、農地に

かかる排水管が敷設されて、工事完了後には

美唄市に管理をいたしております。この敷設

管は鉄製のコルゲートであり、おおむね１０

年以上経過すると、腐敗により穴が空いたり、

亀裂が生じて管が崩壊する恐れがあります。

その上を大型農機具が常に通るので、大変危

険であります。また、穴の空いたところから

土砂が落ち込み、流れをせき止められ、大変

心配をいたしております。そこでお伺いいた

しますが、現在、市の管理する敷設コルゲー

ト管の総数と、緊急改修の必要な箇所数を教

えてください。さらに、今日までの年間の改

修数と今後の改修計画についてお伺いいたし

ます。 

岩見沢市では、今年、緊急を要する箇所を

集中改修を行うようであります。岩見沢市も

やや３００カ所程度あるうち、急を要するも

のが５１カ所程度あるということで、市の単

費で１億３，０００万ほどかけて集中改修を

行うということでございます。いずれにして

も、本市の場合も高齢化が進み、安全な農作

業を行うためにも、計画的な改修が必要と思

いますが、市長の考え方をお伺いし、この場

からの質問を終わります。 

（議長から指摘あり） 

失礼しました。 

生ごみの処理の関係の美唄独自の方式につ

いてですが、今年中に具体化するというお話

でありますが、このことについては、今作成

中の美唄市の総合計画の中でどんな位置づけ

になっているのかも含めて、御答弁をいただ

きたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 谷村議員の質問

にお答えします。 

初めに、環境行政について、生ごみの処理

についてでありますが、現時点での可燃ごみ

の処理に関する検討の状況につきましては、

南空知地域ごみ処理広域化検討協議会での広

域焼却処理の断念を踏まえ、美唄市と月形町

が可燃ごみの収集体制が類似していることか

ら、共同処理なども視野に入れ、現在の収集

体制を変えないで処理できるバイオマス燃料

化による処理システムが望ましいと考えてい

るところであり、現在策定をしています一般

廃棄物処理基本計画において明らかにしてい

く考えであります。 

次に、現在の生ごみの搬入量についてであ

りますが、生ごみにつきましては、可燃ごみ

に含めて収集しておりますことから、組成成

分の結果から算出しますと、平成２１年度の

総排出ごみ量１万０，１７８トンの約３４％、

３，４３６トンの生ごみが排出されているも

のと試算されます。 
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次に、エタノール処理に対する考え方につ

いてでありますが、平成２１年に九州工業大

学を訪問し、当市におけるごみ処理方法とし

ての可能性についてアドバイスを受けてまい

りました。可燃ごみと生ごみの分別や、生ご

みの量が少ないため事業化の面で課題がある

ことなどを踏まえ、この処理方法も含め、今

後検討を進めてまいりたいと考えております。 

次に、第６期の総合計画における位置づけ

についてでありますが、現在、一般廃棄物処

理基本計画、環境基本計画を策定しており、

今後のごみ処理体系の方向や新たな処理施設

について、総合計画に反映していくこととし

ております。 

次に、農業政策について、農業用排水路に

敷設されたコルゲート管についてであります

が、市が管理する配水管に敷設しているコン

クリート強、コンクリート官、鉄製コルゲー

ト管の総数は、約３００カ所となっておりま

す。なお、コルゲート管の総箇所数につきま

しては、本年度現地調査を実施し、確認した

いと考えております。 

また、緊急改修の必要な箇所として、本年

度把握していた場所は３ヶ所であり、うち２

ヶ所は既に改修を終え、１ヶ所は応急措置を

講じております。 

また、今日までの改修経過につきましては、

古いものでは、敷設後３０年程度経過してい

るところもあり、老朽化により破損した場所

を地域要望等を踏まえ、毎年２から３ヶ所程

度改修を実施してきたところでございます。 

なお、改修の必要性は認識しておりますの

で、今後の改修計画につきましては、本年度

の現地調査を基に損傷程度などを総合的に判

断し、改修性の必要が高いものから計画的に

実施するよう努めてまいりたいと考えており

ます。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １５番、谷村孝一議員。 

●１５番谷村孝一議員 自席から再質問させ

て頂きますが、まず、生ごみの処理の関係で

ございますが、ぜひ、美唄の独自の処理を決

定するに当たり、このエタノール化の処理方

法も検討の中にぜひ加えていただきたい。 

というのは、過去に北九州へ行って調査を

されておるということですが、このときはま

だプラントそのものは大型で、あるいは事業

に結びつけるためにはかなりの期間がいると

いう、かなりのごみの量がいるという事です

けれども、今回、自治体向けに小さなプラン

トができておりますので、この事もあわせて

検討する必要があるし、ぜひ、シミュレーシ

ョンをして検討していただきたいなというふ

うに考えております。 

もし、先ほども答弁の中にありましたよう

に、ごみの量が少なくてできないと、こうい

うことであれば、先ほど答弁にありました月

形との共同収集、あるいは、それでもまだ事

業化に結びつかないとすれば、先の南空知の

広域の検討協議会が、幹事会では可燃ごみの

処理を断念したけれども、協議会そのものは

まだ生きていると認識しておりますが、逆に

美唄市から提言をする必要もあると思います

ので、その辺、市長どのように考えておられ

るかをお聞きします。 

次に、農業の排水管の改修でございます。

今日までの改修経過を聞きますと、いわゆる

個人的にそれぞれの箇所数を農事組合長なり

連合会で、市民要望として、地域要望として
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あげた、それが２、３カ所程度年間改修して

いる、こういうことでありますが、いわゆる

声にあがっていない年数のたったやつが相当

まだあるわけなんです。早急にそれらを調査

して、緊急を要するものについては、ぜひ、

計画的な改修を望むものであります。 

そこで、その調査の方法でありますが、合

理的な方法があるわけですが、本人から申し

出てくる地域要望として出る場合と、それか

ら、それぞれの地域、あるいは連合会等々を

通じて前段調査をして、それを再確認すると

いう方法もあります。その調査方法について、

どのように行われるかお聞きしたいと思いま

す。 

それから、岩見沢市は、先ほど申し上げた

ように今年度単費で５１カ所集中改修を行う。

総事業費で１億３，０００万ほどかかると、

こういうことでございました。美唄市との財

政状況が違いますから、ここは無理は言えな

いわけですが、ただ、昨年まで国の経済対策

の交付金制度がありました。今後も出る可能

性があります。そういった場合には、速やか

に改修をしていただきたい。そのためには、

１日も早く緊急を要する箇所数を把握する必

要があると。そんなことで、先程調査方法等

も含めてお伺いしました。よろしくお願いを

いたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 谷村議員の質問にお答え

します。 

初めに、南空知地域の広域による生ごみの

エタノール処理についてでありますが、南空

知地域ごみ処理広域化検討協議会では、各自

治体の対象可燃ごみの相違などあるわけでご

ざいますけども、焼却処理、これを広域でや

ることを断念したということで、非常にこれ

は残念なことであります。生ごみにつきまし

ても、従来から広域ですべきという考えがご

ざいますが、各自治体がそれぞれ独自で処理

をしてるという事で、この辺りの歩調はなか

なかとれないのかなというふうに考えてござ

います。 

いずれにいたしましても、私ども生ごみの

処理方法につきましては、先ほど答弁いたし

ましたとおり、バイオマス燃料化方式等を、

今のところ柱に考えてございますけども、こ

のエタノール処理につきましては、可燃ごみ

と生ごみの分別というこの部分、それから、

生ごみの量が少ないという、これらの事業化

に当たっての課題があると。これらもあわせ

まして、いろんな、１つの方法に決めるので

はなく、これらの方向も含めて、今後さらに

検討を進めてまいりたいと考えているところ

でございます。 

次に、農業用排水路についてでありますが、

早期に改修が必要とされる箇所の調査につき

ましては、地域の協力を得ながら現地調査を

進めてまいりたいと考えています。 

なお、今後とも国の動向を踏まえまして、

改修の必要性が高い箇所から適切に対応する

よう努めてまいりたいと、このように考えて

おります。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

１１番、土井敏興議員。 

●１１番土井敏興議員（登壇） 平成２２年

第２回市議会定例会に当たり、大綱５点につ

いて、市長、教育長並びに農業委員会会長に

お伺いをいたします。 
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質問に入ります前に、去る４月２０日、宮

崎県都農町おいて、国内では１０年ぶりと言

われる家畜の伝染病である口蹄疫の疑似患畜

の発生に端を発し、これまで、県内５市６町

に拡大をし、極めて甚大な被害をもたらして

おります。政府の対応の遅れもあり、いまだ

終息の気配がないことに畜産農家の心情を思

うと、さらに不安が高まると同時に、全国に

飛び火する可能性も否定できない心配も残る

ところであります。私も農業にかかわる一員

として被害に遭われた宮崎県の畜産農家の皆

様に、心からお見舞いを申し上げますととも

に、１日も早く的確な措置のもとに、終息宣

言が発せられることを願ってやまないところ

でございます。 

それでは、質問に移らしていただきます。 

大綱の１点目は、財政健全化にかかわるこ

とについてでありますが、１つ目は、平成２

１年度一般会計の決算概要についてでありま

す。 

議会初日の市政報告において、３億を超え

る黒字決算になるとのことでありましたが、

一因は国の緊急経済対策による特別交付税の

増額によるところとはいえ、一方では、美唄

市財政健全化がスタートしたばかりでもあり、

しかも極めて厳しい環境下でこの計画達成に

向け市民のために職員一丸となって行財政運

営に当たらなければという意識が芽生え、そ

の積み重ね努力が結果に結びついたものであ

るとするならば、その御労苦に対し、率直に

評価をさせていただきたいと思います。そこ

で、このたびの黒字決算となった主な要因に

ついてお伺いをいたします。また、生じた剰

余金で財政調整基金に積む以外の剰余金の使

途についてでありますが、このたびの補正予

算に示された以外に今後予定されている事業

計画はあるのかもお伺いをいたします。 

次に、実質公債費比率についてであります

が、財政健全化計画の見直し後の各指標の見

通しの中で、このたびの収支の好転にかかわ

らず、実質公債費比率については、２３年度

の計画では、制限水域である２５％台に突入

する危険性がうかがわれ、今後の交付税額い

かんによっては、早期健全化団体入りする可

能性も否定できないのではないかと心配をさ

れるところであります。よって、早急に対応

策を講ずる必要があると思いますが、いかが

でしょうか。 

次に、財政健全化計画の今後の見通しにつ

いてでありますが、現在、来年度からスター

トする第６期美唄市総合計画の策定に向け、

鋭意取り組んでいるところと思いますが、市

の現状を見るとき、少子高齢化の加速、経済

活動の不振による雇用環境の悪化、専修短大

やコンピュータ・カレッジ、さらには市立病

院の問題等、これらを引き金に人口や税収減

少の要素は極めて大きくなると予測されると

ころでありますが、こうしたところの影響に

より、残された期間で本当に財政健全化計画

が予定どおり完遂されるのか、そのあたりの

見通しについてお伺いをいたします。 

大綱２点目の、住みよいまちづくりについ

てでありますが、１つ目として、ごみ処理の

対応等についてでありますが、まず、分別処

理の現状とリサイクル率の向上対策について

でありますが、市民の中には分別をしても最

終処理は同じになるとの思いを持たれている

とも風聞をするわけですが、改めて分別につ



- 22 - 

いての意識や、知識の浸透を図る必要がある

と思いますが、いかがでしょうか。 

また、リサイクル率についても、道内他市

と比べどのような位置にあるのかも、もし低

いとするならば、その主な要因と、向上させ

ていくためには市民理解を深め、取り組んで

もらうための具体的な対応策が必要と考えま

すが、お伺いをいたします。 

次に、処分場の収容状況と今後の対策につ

いてでありますが、現在の収容量はどの程度

になっており、それは計画の範囲にあるので

しょうか。私の目視では、かなりの堆積量に

なっているのでは、という感がしてならない

ところでありますが、そこらからして、満了

となると思われる年はどのあたりと考えてい

るのか。先ほどの同僚議員に対する御答弁に

よりますと、可燃ごみ等の中間処理施設に触

れられておりましたが、もしその施設が稼働

するとしたならば、どの程度の延命になるか

もあわせてお答えをいただきたいと思います。 

現在、対策が遅れていた法面保護土設置の

工事中と聞き及んでおりますが、その進捗状

況についてと、工事以前に大量に堆積をされ

ていたごみにより保護シートの破損はなかっ

たのか。もし、あったとするならば、その程

度の度合いと補修についてお伺いをいたしま

す。 

また、法面の保護については、ごみ搬入に

つれて、遅滞なく対応すべきと考えますが、

このたびの轍を踏まないためにも、どのよう

な対応をお考えなのかもお伺いをいたします。

２つ目のまちづくりの制度についてでありま

すが、地域応援チームについては、１９年度

にスタートをし、諸問題解決に向け、２０年

度から全地区で実施とのことでありましたが、

これまで実際に協働で活動した町内会の数は

どの程度でしょうか。また、連合町内会を含

め、２５０ほどある自治組織数から見て、検

証等を通じて、課題を含めどのように感じて

おられるのかお伺いをいたします。 

美しきまちづくりサポーターにつきまして、

スタート以来これまで子育ち支援や草刈り作

業等に参加協力を得ているようでありますが、

２１年度版美唄市自治体経営白書によります

と、前年に比べ活動参加者が約９０名ほど少

なくなっているようでありますが、その理由

についてと参加した方々の声や市民への理解

を含めた浸透度はどのように図っていくのか。

また、この両制度につきまして、成果と反省

点を踏まえ、どう抑えていこうとされている

のかお伺いをいたします。 

大綱３点目につきまして、少子化が加速す

る中、平成１５年に次世代育成支援対策推進

法が成立をし、各自治体や民間事業主など、

さまざまな主体が取り組むよう定められ、１

０年間の時限立法の中で本市も特定事業主行

動計画を策定をし、１７年より実施をし、本

年３月をもって前期計画が終わり後期計画に

入ったところでありますが、前期計画を振り

返って目標に対して成果はどうであったのか。

また、その反省点から後期計画にはどのよう

に反映をされたのか、さらには、ハードルは

高い面もあると思いますけれども、一方では

民間事業主の規範となることも求められてい

ることもあると思いますし、今後の見直しを

含めた考え方についてもお伺いをいたします。 

大綱４点目は、保健衛生問題についてであ

ります。 
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１つ目は、子宮頸がん予防ワクチンについ

てでありますが、この点につきましては、後

日、予算委員会において詳細な議論がなされ

ることと思いますので、私は基本的な点につ

いてのみお伺いをいたします。 

近年、この子宮頸がん予防ワクチンを始め、

各種のワクチン接種に対して、公費負担の要

望や、これらにまつわるさまざまな議論が活

発になっていますが、そうした中、道内自治

体の先駆けとして、市長が英断を持って市負

担で取り組む考えを示されたことにつきまし

ては、理解をするところでありますけれども、

財政健全化に取り組んでいるさなかにあって、

子宮頸がん予防ワクチン接種に特化して実施

に踏み切った率直な思いと理由をお聞かせい

ただきたいと思います。 

また、実施に当たっては、本来の目的をし

っかりと理解をしていただくためにも、教育

委員会と連携をとり、本人や保護者に必要性

について説明をしていく必要があると思いま

すので、市長とあわせ教育長の御見解もお伺

いをいたします。 

２つ目は、歯・口腔の健康づくりについて

でありますが、フッ化物洗口等について北海

道も条例を定め、実施を促しているところで

もあり、加えて、美唄歯科医師会からも取り

組むよう要望されているところでもあります

し、道内外の状況としても既に実施をしてい

るところや、実施に踏み切った自治体も多く

なり、フッ化物洗口は幼児期より実施を図る

ことが歯の健康増進効果が高いということが

データの上でも明らかであり、また、本市の

子どもたちは全国、全道、空知管内と比べ虫

歯数が多いと言われていることからしても、

保育所、幼稚園、さらには小学校の児童を対

象に速やかに実施をすべきと考えるところで

ありますが、市長並びに教育長の御見解をお

伺いをいたします。 

大綱５点目は、農業問題において、まず、

クリーン農業についてでありますが、農業生

産者の皆さんは安心・安全をモットーに、イ

エスクリーンやハーブ米、特別栽培、有機栽

培など、さまざまな取り組みに挑戦し、消費

者の信頼を得るべく努力を重ねているところ

と思いますが、そうした取り組みごとの品目

や人数を初めとする実態についてお知らせを

いただきたいと思います。また、取り組みに

よってどのような成果があらわれているのか、

それを踏まえて、今後、具体的にどのように

振興を図っていくお考えかもお伺いをいたし

ます。 

さて、我が国の食料自給率４１％に対し、

その約１５倍の自給率を誇る本市の農業の位

置づけを内外に明確に打ち出していくために

も、さらには、より安全・安心を担保をし、

流通関係や消費者の信頼を集め、総合的な付

加価値を高めていくことが今まさに強く求め

られているところであります。よって、以前

からも申し上げていましたが、本市の基準を

設け、認証していく仕組みを構築することで、

基幹産業としての農業を守り育てることに行

政が前面に立って努力をする姿が評価につな

がり、その結果として、消費者の信頼度がよ

り高まり、北海道美唄ブランドの定着に大き

く寄与するものと思いますし、そうした生産

物を基盤にした加工分野の振興にも一役買う

ことも大いに期待できるのではないでしょう

か。よって、市長が提唱しております食にこ
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だわったまちづくりにも合致することでもあ

りますし、また、食に対する知識と関心を深

め、健康で豊かな生活の実践を目指して、こ

のたび、美唄市食育推進計画も盛り込まれた

ことからしても、率先して関係機関の協力を

得る努力を重ね、認証制度の実現に向け、即

刻取り組んでいくべきと考えますが、いかが

でしょうか。 

最後に農業委員会の関係についてでありま

すが、このほど適正な事務実施に伴う点検・

評価及び活動計画について公表されたところ

でありますが、これは２１年に農水省よりの

通知に基づき対応されたようでありますが、

私が思うところでは、それぞれの農業委員会

の活動そのものが、全国的に見ると内容に大

きなばらつきが見られることから、この際、

状況を把握し指導を強化しようともとれるも

のではないかと強く感じざるを得ないところ

であります。農業委員会として取り組みを実

施した結果についての成果及び課題について

はどうであったのか、また、管内の取り組み

状況についてもわかればお知らせをいただき

たいと思います。 

本年度につきましては、前年度の結果を踏

まえて、どのような点に力を注いで活動され

るおつもりか、農業委員会会長にお伺いをい

たしまして、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 土井議員の質問

にお答えします。 

初めに、財政健全化問題等について、平成

２１年度一般会計の決算概要についてであり

ますが、平成２１年度一般会計は、実質収支

で約３億２，０００万円の黒字決算となりま

した。 

その主な要素は、現在分析中でありますが、

一般財源ベースで申し上げますと、歳入では、

地方交付税で予算比８，６００万円の増、歳

出では、老人福祉施設入所措置事業の利用者

減など、扶助費で約５，０００万円、道路維

持除排雪事業で約４，６００万円、利子負担

の減により公債費で約２，０００万円、早期

退職や育児休業、休職の増などにより職員費

で約６，８００万円、下水道会計、介護保険

会計、後期高齢者医療会計など特別会計の支

出金で約６，３００万円の減のほか、燃料費

など施設管理や、事務の効率的な執行などに

より黒字が生じたものと考えております。 

剰余金の処分としましては、地方財政法に

基づき実質収支の２分の１を下らない金額、

１億６，１００万円を財政調整基金へ積み立

てる予定でありますが、残りの剰余金の使途

につきましては、今年度の地方交付税の動向

を踏まえると共に、財政健全化計画推進市民

委員会の提言なども参考にしながら、今後検

討してまいります。 

今年度の予定事業としては、現在、国や道

の補助金を申請しているものなどがあり、今

後それらの状況も踏まえながら、必要な対応

をしてまいりたいと考えております。 

次に、実質公債費比率についてであります

が、財政健全化計画における平成２３年度の

実質公債費比率の計画数値が２４．９％と早

期健全化基準に近い数値であることから、現

在、市債や債務負担行為の繰り上げ償還など

実質公債費比率の低減について検討している

ところでございます。 

次に、財政健全化計画の見通しについてで
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ありますが、計画の進行管理に当たっては、

決算分析を踏まえ、毎年度見直すこととして

おり、平成２２年度は平成２１年度の決算を

踏まえ、将来の社会経済情勢や財政環境の変

化にも対応できるよう、財政調整基金への積

み立てのほか、計画の早期実現に向けた取り

組みに努力してまいりたいと考えております。 

いずれにいたしましても、財政健全化計画

は平成２７年度までの期間であり、病院事業

会計の不良債務の解消及び公立病院特例債の

償還はこれから大きな負担となりますので、

今後も財政健全化計画の基本方針を堅持し、

着実に計画を推進していきたいと考えており

ます。 

次に、住みよいまちづくりについて、ごみ

処理の対応についてでありますが、分別によ

る処理の現状につきましては、平成１９年１

０月から家庭ごみの有料化を実施し、排出抑

制や分別の徹底に取り組んでいるところであ

ります。今後におきましても、減量化に向け

てリサイクルフェアなどのイベント開催時の

啓蒙活動、また、広報誌の活用や、美唄市の

環境概要をホームページに掲載し、分別の徹

底を図ってまいりたいと考えております。 

次に、本市のリサイクル率につきましては、

道内の他市と比べ低い状況にあります。 

その主な要因としましては、１つとして、

可燃ごみの再資源化施設がないこと。２つと

して、町内会が実施している集団資源回収の

収集量をリサイクル率に反映していないこと

などが挙げられます。 

リサイクル率を向上させる方策としまして、

集団資源回収の収集量の把握と合わせて、集

団回収が実施されず可燃ごみとして排出され

ている地域につきまして、モデル事業として

古紙拠点回収事業を行い、再資源化の推進に

取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、処分場の収容状況と今後の対策につ

いてでありますが、供用開始から平成２１年

度末までの埋め立て容量は、計画容量４万４，

１８３立方メートルに対して、埋め立て量が

２万８，８７０立方メートルであり、約６５％

であります。施設埋め立て容量１０万５，２

００立方メートルに対しては、約２７％とな

っております。 

今後の見通しにつきましては、現状のまま

ごみを埋め立てた場合には、平成２９年度で

満了になると思われますが、仮に、平成２６

年度から可燃ごみの中間処理施設が稼働する

とした場合、当初計画の満了年度である平成

３３年度より３年程度延びる見込みでありま

す。 

次に、法面保護土設置工事の進捗状況につ

きましては、６月１５日現在、法面部への保

護土設置はすべて終了し、ごみ整地作業など

が残っており、約８５％の進捗状況となって

おります。 

また、保護シートにつきましては、２カ所

の破損があり、鋭利なものによる直径１セン

チメートル程度の穴があいた状況で、専門業

者により修復を行ったところであります。 

今後の法面保護土設置につきましては、ご

みの搬入量を把握の上、保護土設置時期を見

定めるとともに、工法等につきましても、今

回の教訓を踏まえ検討してまいりたいと考え

ております。 

次に、協働のまちづくりの制度についてで

ありますが、地域応援チーム制度につきまし
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ては、市内を１２ブロックに分け、市職員５

名程度で構成したチームにより、地域で困っ

ていることを地域の皆さんと一緒に考え、解

決するまでの制度で、平成１９年度にモデル

地区を設定し、活動状況の検証を行い、平成

２０年度から全地区に導入したところであり

ます。これまでの取り組みの中で、地域の自

主的な活動に結びついているものは５件程度

でありますが、共通する課題としては、高齢

化に伴う安全な地域づくりという点ではない

かと感じております。 

また、これまでの活動の検証において、地

域の課題解決には時間がかかるため、３年か

ら４年くらいの時間をかけて進めると考えた

方がよいこと、町内会長さんなど役員の方だ

けが苦労されているケースが見受けられるの

で、町内会等の全体で取り組み経過を確認し

合いながら進めることが達成感が生まれるの

ではないか。町内会等での役員交代時の対応

や連絡に関して、地域応援チーム側に工夫が

必要なことなどが課題として見えてきました

ので、制度の周知とともに町内会等の皆さん

とともにこれらの課題の解決を図ってまいり

たいと考えております。 

美しきまちづくりサポーター制度につきま

しては、誇りと愛着の持てる地域づくりを進

めるため、市の業務に関して、市民の皆さん

にボランティアとして参加していただく制度

であります。平成２０年度から制度を開始し、

登録者数は、個人では、初年度の２６２名か

ら２年目には３５９名に、団体登録も３団体

から４団体にそれぞれ増えております。活動

への参加者数については、公園の草刈り業務

に関して、１年目の経験により必要な人員が

ある程度わかってきたことから、２年目は若

干少ない人数で対応したため、延べ９０名程

度減少したところであります。参加者の方か

らは、各業務共により多くの参加者がいると

いいのではないかとの御意見を伺っておりま

す。 

今後は、業務の分野を広げるとともに、よ

り多くの方に参加していただけるよう、引き

続き呼びかけをしてまいりたいと考えており

ます。 

活動内容の報告については、サポーター登

録者の方にお礼状に報告書を添えて郵送する

とともに、今年度の自治代表者会議において

説明を行い、周知を図るほか、市のホームペ

ージにも搭載して市民の皆さんに理解を深め

ていただくよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

この２つの制度につきましては、本市の協

働のまちづくりを進める上で大切な制度であ

ると考えておりますので、今後とも息の長い

取り組みとなるよう、市民の皆さんとともに

取り進めてまいりたいと考えております。 

次に、次世代育成支援対策について、美唄

市特定事業主行動計画についてでありますが、

前期計画では定時退庁日の取り組み、女性の

育児休暇取得など、一定の成果があったもの

の、年次休暇の取得促進や男性の育児休暇取

得などはなかなか計画どおりに進んでいない

状況にあります。 

このため、平成２２年度からスタートした

後期計画では、前期計画を踏まえ、引き続き

定時退庁日を「お家に帰ろうデー」として道

民育児の日も含め実施するほか、年次休暇の

年間所得目標に、具体的な取得日数を定める
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とともに、男性の育児休暇の取得については、

職場の理解と協力を得ながら、さらなる制度

の周知に努めるなど、仕事と生活の調和に配

慮する必要な取り組みなどを推進してまいり

ます。 

本計画を推進することにより、ワークライ

フバランスの実現や子育て支援に結びつくば

かりでなく、職員の健康管理にも寄与するも

のと考えておりますので、今後においては、

毎年の進捗状況を検証し、必要に応じ計画の

見直しを行いながら、着実な計画の実現に努

めてまいりたいと考えております。 

次に、保健衛生問題について、子宮頸がん

予防ワクチン等についてでありますが、最近

若い女性に急増している子宮頸がんを予防す

るワクチンとして、昨年１２月から国内にお

いて接種が可能となったところであります。 

子宮頸がんは、ワクチンの接種と定期的な

がん検診とのセットで高い予防効果があると

され、ワクチンで予防できる唯一のがんと言

われておりますが、十分な予防効果を得るた

めには３回の接種が必要で、現時点では任意

接種であることから、高額な接種費用の負担

が過大となっており、各自治体からも定期接

種化と公費助成を求める声が高まっておりま

す。 

このような状況の中、国では、子宮頸がん

ワクチンの導入による効果や、現状と課題を

整理することとしていますが、結論が出るま

でには、今後さらに時間を要するものと思わ

れます。 

このため、市としましては、厳しい財政状

況下ではありますが、がんを予防し、妊娠、

出産など女性の健康を守り、少子化対策にも

つながる新たな施策として、市内の中学校３

年生の女子を対象に、ワクチン接種を行いた

いと考えております。 

なお、年頃の子どもを抱える家庭の経済力

の差で不公平が生じないよう、接種費用につ

いては、全額市費負担で対応するとともに、

実施に当たっては説明会を開催するなど、生

徒本人や保護者の十分な理解が得られるよう、

市教育委員会とも連携を図ってまいりたいと

考えております。 

また、国の制度化に先んじて地方による取

り組みを行うことで、ひいては国の早期制度

化を促していきたいと考えており、国に向け

ては公費負担等の早期の制度化が図られるよ

う、全道市長会等と連携しながら引き続き要

望してまいりたいと考えております。 

次に、歯・口腔の健康づくりについてであ

りますが、フッ化物洗口については、永久歯

が生え始める頃からの取り組みで、虫歯予防

対策に高い効果が得られるものと理解してお

ります。 

また、道では北海道フッ化物洗口ガイドブ

ックを作成し、普及を図ることとしておりま

すので、市としましても、今後、美唄歯科医

師会の御協力を得ながら、フッ化物洗口につ

いて、保護者を対象とした説明会を開催する

こととしております。 

次に、農業問題について、クリーン農業の

取り組みについてでありますが、北海道クリ

ーン農業推進協議会の「北の農産物表示制度」

通称「イエスクリーン」に登録されている市

内の団体は、水稲で５団体、トマト・キュウ

リ・長ネギ・メロンが各１団体で、合計９団

体となっているほか、エコファーマーの認定
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が２７４戸、有機認証を受けている団体は、

３団体となっております。 

次に、イエススクリーンの昨年度の実績に

ついてでありますが、作物別に生産戸数、作

付面積、出荷量の順で申し上げますと、水稲

が７０戸、２０２．９ヘクタール、７５５ト

ン、トマトが１６戸、１．９ヘクタール、１

３２．５トン、きゅうりが１０戸、０．７ヘ

クタール、７２．８トン、長ネギが５戸、０．

４ヘクタール、１８．５トン、メロンが５戸、

１．６ヘクタール、２１トンとなっておりま

す。香りの畦道ハーブ米ではイエスクリーン

に未登録のものも含め、生産戸数３７戸、作

付面積１３１．１ヘクタール、出荷量４０３

トンとなっております。 

食の安全・安心に関する関心が非常に高ま

っている環境にあって、こうした取り組みに

よる農産物は、価格のアップまでに結びつい

ていないものの、着実に販売につながるなど

の成果が現れてきているものと考えておりま

す。 

今後は、環境に優しい安全・安心な農産物

の生産等に向けて、イエスクリーンやエコフ

ァーマーなどを推進するほか、施肥や防除な

どの量や作業内容について一定基準を定め、

それに基づいて播種から収穫、出荷までの各

行程の正確な実施、記録、評価等を行う農業

生産行程管理手法、通称ＧＡＰを農協や関係

団体等と連携を図りながら推進してまいりた

いと考えております。 

次に、独自認証制度についてでありますが、

本市独自の認証制度につきましては、これま

で十勝清水町などが実施している事例等を基

に調査研究してまいりましたが、農産物ごと

に定められた化学肥料や化学合成農薬の使用

量の上限、その確認方法について、あるいは、

消費者への周知や普及などについて、さまざ

まな課題が専門家などから提起されていると

ころであります。このため、独自認証制度の

導入に向けては、こうした課題をひとつずつ

解決していくことが必要であることから、今

後は、消費者の求める安全・安心で良質な農

産物づくりの推進や、消費者の信頼に支えら

れた産地の形成を目指して、関係機関・団体

などで構成する美唄市クリーン農業推進協議

会を活用するなど、引き続き検討を進めてま

いりたいと考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 土井議員の質

問にお答えします。 

初めに、子宮頸がん予防ワクチンについて、

学校における取り組みについてでありますが、

学校では、健康な生活と疾病の予防について

理解を深めることができるよう、保健分野に

おいてさまざまな学習を行っております。そ

の一環として、中学校の保健体育の教科にお

いて、感染症を予防する学習を行っておりま

すが、今回の子宮頸がん予防ワクチン接種は

任意の接種となることから、取り組みに対す

る十分な説明と理解を得ることが必要と考え

ております。このため、今後、対象となる生

徒やその保護者の皆さんに予防接種の必要性

を理解していただくための説明会を保健福祉

部と連携して実施するなど、多くの生徒に予

防接種を受けていただくよう取り組みを進め

てまいりたいと考えております。 

次に、歯・口腔の健康づくりでありますが、
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現在、市内幼稚園や小中学校における歯・口

腔の健康づくりについては、幼稚園と一部の

学校において、給食後などに歯磨きの取り組

みを行っているところであります。 

昨年６月、北海道においてフッ化物洗口の

普及と、効果的な歯科保健対策の推進などが

盛り込まれた「北海道歯・口腔の健康づくり

８０２０推進条例」が制定され、空知管内で

はフッ化物洗口を幼稚園、保育所において先

行実施している自治体があるところでござい

ます。 

教育委員会といたしましては、虫歯予防に

効果があるとされているフッ化物洗口につい

て、美唄歯科医師会のご協力をいただき、ま

ずは幼稚園の保護者を対象とした説明会を開

催するなど、普及啓発に向けた取り組みを進

めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 農業委員会会長。 

●農業委員会会長佐藤博道君（登壇） 土井

議員の質問にお答えいたします。 

農業委員会の活動計画の点検・評価及び今

後の活動計画についてでありますけれども、

農業委員会の活動計画の点検・評価及び今後

の活動計画につきましては、平成２１年１月

２３日、農林水産省経営局長通達に基づき策

定を行うもので、このことが示された背景に

は、議員からご指摘のあったとおり、全国的

に農業委員会ごとの活動に大きな差があり、

地元の農業者からも農業委員会の活動が見え

にくいなどの指摘もあった事から、改めて農

水省が全国の農業委員会の実態を把握するた

めに示されたものととらえてございます。 

また、全国的に農業従事者の減少及び高齢

化、これに伴う耕作放棄地の増加等が進む中、

優良農地の確保を図るためには、農地の利用

調整活動等は地域農業の振興を図る上で重要

であり、また、新たな農地制度が適正に実施

されることを確保するための条件整備として、

現場運用を担う農業委員会の役割が重要とな

ることから、農業委員会の目標とその達成に

向けた活動計画を作成し、新たな農地制度の

実効性を上げる必要があるため、全国の農業

委員会に対し、活動計画の作成依頼があった

ものであります。この活動計画等の策定につ

きましては、認定農業者等担い手の育成・確

保、農地の利用集積及び耕作放棄地の解消な

どについて、地域の課題に応じて平成２３年

度までの目標を定めた上で、その目標を達成

するために毎年度、当該年度の活動計画を策

定し実施するものであり、毎年１月から２月

にかけて、当該年度の活動計画に沿った農業

委員会活動が目標の達成に向けて有効であっ

たか否かの点検・評価を行い、次年度に向け

た活動計画を検討し、当該年度の点検・評価

並びに次年度の活動計画案を策定し、市のホ

ームページに登載し、地域農業者の意見を聞

いて農業委員会の総会を経て定めるものであ

ります。 

美唄市農業委員会の当初の活動計画は、こ

れを受けて、平成２１年９月に２１年度の目

標及びその達成に向けた活動計画を策定し、

その達成に向けて取り組みを行っていますが、

今回の計画に示されている活動の内容につい

ては従前から取り組んできておりますし、今

後についても取り組んでいくこととしてござ

います。 

２１年度活動の点検・評価を実施した結果
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といたしましては、総会等の開催、また、議

事録の作成及び農地等の権利移動の許可など、

農地法その他の法律により農業委員会の権限

に属された法令事務に関する点検の結果につ

いては、適正な運用が行われたと考えている

ところでございます。 

また、認定農業者と担い手の育成・確保や

担い手への農地の利用集積など、農地等の効

率的な利用の促進と事務に関する主な成果と

しましては、高齢化や後継者不足を背景に離

農による農家戸数が減少している中、地区担

当委員を中心に認定農業者など担い手への農

地の利用調整活動により、農地の権利設定を

図ってまいりました。 

また、農地パトロールの実施及び農業委員

会だよりによる農地転用許可制度などの周知

により、違反・転用等の適正な対応が図られ、

目標達成に向け必要な取り組みが行われたと

考えております。 

課題といたしましては、先ほど申し上げま

したが、農業者の高齢化や後継者不足を背景

に、離農による農家戸数の減少が続いている

ため、担い手の育成・確保と農地の効率的な

利用集積が懸念されることから、関係団体等

と連携を図り、取り組む必要があると考えて

おります。 

また、平成２２年度管内農業委員会の取り

組み状況につきましては、６月１７日現在で

空知総合振興局に活動計画等の提出をした市

町につきましては４市５町であり、そのうち

ホームページに登載している市町につきまし

ては３市２町となっております。 

農業者の代表として農業者の声や意向をく

み上げ、農政、農業施策への反映を図り、関

係機関・団体等との連携を密にし、農業委員

一人ひとりが研さんを高めながら、道営・国

営ほ場整備事業の推進と地域農業の活性化の

ため、新規認定農業者や認定の更新、新規就

農者の育成・確保にも努め、農地利用集積の

促進や耕作放棄地対策等の強化に取り組んで

まいります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １１番、土井敏興議員。 

●１１番土井敏興議員 一通りご答弁をいた

だきましてありがとうございます。 

この席から何点か改めてお伺いをさせてい

ただきたいと思いますけれども、まずは実質

公債費比率についてでありますけれども、御

答弁いただいた中で、市長は実質公債費比率

の低減について検討を進めているとのことで

ありましたけれども、先ほども申し上げまし

たが、来年度以降の交付税を初めとする地方

財政対策が不透明な現状であるわけですから、

よって、早期健全化団体の信号が点灯する、

そういう目前にさらされるような状況になり

つつあるんではないかと心配をするところで

あります。よって、今回の貴重な剰余金を有

効に活用して、早期健全化団体入りを回避す

るためにも、実質公債費比率低減対策は不可

欠ではないかというふうに私は思うわけであ

ります。そのためには、私は道営住宅取得に

おける用地費については、返済にあたっての

金利負担も非常に大きいわけですから、ぜひ、

繰上償還に充てるべきと考えるところですけ

れども、そうした場合、実質公債費比率はど

の程度低減する見込みとなるかも含めてお考

えをお伺いをいたしたいというふうに思いま

す。 
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あわせて、可能であるとするならば、市立

病院の経営健全化についても計画の中では後

年度負担が非常に大きくなるわけであります

から、その一助にしていくというお考えもあ

ってもいいのではないでしょうか。また一方

では、収支が好転をしたということから、健

全化に向けての手綱を少し緩めてはという考

えもあるかもしれませんが、この点について

も市長のご見解についてお伺いをいたしたい

と思います。 

次に、地域応援チームについてであります

けれども、市民の声からしますと、非常に残

念なことでありますけれども、市の職員の中

には地域応援チームの制度の内容や市職員と

しての責任、あるいは役割等について十分理

解をされていない方がいるんではないかとい

うことのようであります。せっかく多くの職

員が努力を重ねて収支の改善に努めてきても、

こうしたことで市民の信頼が得られなくなっ

てしまう、そういう事も心配されるわけであ

りまして、今後はしっかりと市民の理解や信

頼を得るためにも、本来の協働のまちづくり

に向けて、具体的な対応策を全庁挙げて取り

組むべきと考えますが、その点についてもお

伺いをいたしたいと思います。 

次に、フッ化物洗口についてでありますけ

れども、取り組みに向けて前向きなご答弁が

あったというふうに私は理解をさしていただ

くところでありますけれども、これについて

は、各種調査や、それから説明の場を速やか

に持っていただいて、怠りない体制を１日も

早く整えていただきたいというふうに思うわ

けでありますけれども、その中で残念ながら、

教育長からは学校における取り組みについて

はお答えがありませんでしたけれども、フッ

化物洗口につきましては、改めて進捗状況を

含めお伺いする機会もあると思いますのでご

答弁は結構でございます。 

それから、農業委員会につきましては、会

長より決意表明に近いようなご答弁が、力強

いご答弁があったわけでありますけれども、

その中にもありましたように、やはり美唄も

他市と同様、農業者の高齢化が非常に進む、

そしてまた一方では、美唄の農業生産に対す

る潜在能力は高いものの、その経営、あるい

は土地の基盤の整備が非常に遅れているため

に、本来の力をまだまだ発揮し得ない状況に

あるわけですから、そういった中で、そうい

った事業を推進していく中にあっては、農業

委員会の果たす役割、あるいは委員さんの果

たす役割は極めて大きいのではないかと思い

ますので、ただいまのご答弁にありましたと

おり、御尽力をいただけますよう心からご期

待を申し上げるところでございます。答弁は

結構でございます。 

ただいま申し上げた中で、実質公債費比率

の関係と地域応援チームの関係についてご答

弁をいただければというふうに思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 土井議員の質問にお答え

します。 

初めに、実質公債費比率についてでありま

すが、債務負担を設定した道営住宅取得につ

きましては、本年度支払い分を除きまして、

平成２３年度から２６年度まで利息の５．

８％を含め、毎年約１，４３５万円を支払い

する契約となっておりますので、元金の残分、

約４，９９６万円を平成２２年度に繰上償還
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した場合ですけども、０．２％実質公債費比

率が減少するものと試算してございます。２

３年度以降の国の政策や社会経済情勢の動向

が不透明であることから、実質公債費比率に

は十分留意する必要がありまして、比率の低

減について、今後さらに検討してまいりたい

と考えてございます。 

いずれにいたしましても、財政健全計画と

病院経営健全化計画、これはスタートしたば

かりでございまして、この期間は平成２７年

度までと、そういうような長期にわたること

から、両計画の早期実現に向けまして、今後、

着実に取り組んでまいりたいと、このように

考えております。 

次に、地域応援チーム制度についてであり

ますが、この制度は、本格実施をして２年た

ち、具体的な成果も見られておりますが、広

く市民の皆さんに浸透しているかという点に

つきましては、まだ不十分な面があるものと

感じております。そのため、市民の皆さんに

広く制度の周知を図るほか、この制度は、自

主的な活動を促すものであるため、活動のき

っかけになるような具体的な事例の紹介や必

要な情報提供をきめ細かく行ってまいりたい

と考えております。 

また、市の職員に対しましては、さらに周

知徹底を図るために、庁内の情報ネットワー

クにより必要な情報を共有しながら、市とし

て一体的な取り組みを進めてまいります。こ

のような活動を継続することにより、地域の

課題解決につながり、安全で安心な暮らしが

実現できるよう、さらに努めてまいります。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

２番、森川明議員。 

●２番森川明議員（登壇） 平成２２年第２

回定例会に当たりまして、私は５点、市長、

教育長に質問をいたします。 

１点目は、姉妹都市の提携についてです。

市政施行６０年ということで、オープニング

セレモニーがアルテピアッツァ美唄でマンド

リン演奏の指揮で始まり、合唱団による市民

の歌など多くの市民の方々が記念すべき年を

祝い、あまりお金をかけない式典が成功裏に

終わりました。しかし、私自身、素晴らしい

企画であったにもかかわらず、何か物足りな

さ、それを感じています。それは、市は海外

等姉妹都市との交流が全くなく、残念に思え

たからです。もし、メッセージ等の披露あれ

ば花を添え、盛り上がりを見せたことでしょ

う。 

そこで、現在、海外との姉妹都市の道内に

おける市町村の現況はどうなっているかとい

う事で、調査をしてみました。現在の姉妹都

市というのがものすごくありまして、実は、

１１１都市で１９カ国、アメリカが２３都市、

カナダ２５都市、ロシア１８都市、中国１４

都市、これ等が多く、さらに１カ所の国との

提携をしているのが、イギリス、フランス、

スイス、デンマーク、ノルウェー、ラトビア、

フィリピン、ブラジルと提携している市町村

もあります。また、複数３つ以上にわたる都

市と提携してる市町村は、札幌が４、函館が

５、小樽が３、石狩が３、旭川が４、稚内４、

北見が４、紋別３、登別３、帯広３、釧路３、

弟子屈３になっておりまして、美唄はゼロで

すから、炭鉱のまち、農業のまちとして過去、

そして現代の伝統があるだけになぜかと思え
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るのです。 

札幌市はアメリカのポートランド市との提

携という、これ余りにも有名ですけれども、

ひもといてみますと、昭和３４年、道内の第

１号として、既に５４年の歴史があり、道内

等からもっていった桜の移植と大きく発展を

してきました。また、数々のきずなを深めて

おるわけです。文化交流を深めています。最

近は、中国の瀋陽市とは、これも３０年の歴

史があるわけですけれども、食の安全で交流、

更なる経済面での拡大を目指しているとの新

聞報道もありました。 

ここで隣の岩見沢市ですけれども、実は岩

見沢市には庶務課に国際交流係というのがあ

る。職員が２名専従しておられます。担当し

ていました。旧栗沢町がアメリカオレゴン州

のキャンビー市、これは札幌近郊のまちとの

国際交流をしたいとの要望で、中学生訪問団

派遣の行われている実績があります。また、

アメリカのポカテロ市、ここは岩見沢市と緯

度が同じ、開基が同じ、共に交通を中心とし

て、拠点として発展をしたと。産業も水稲、

たまねぎ、ポカテロ市はじゃがいも、アイダ

ホポテトが有名ということで、農業の力の入

れ方が共通点があるということで昭和５８年

度から交流が始まりまして、昭和６０年に調

印をし、ホームステイ等訪問団が岩見沢市か

ら延べ２２回３４８名、相手のポカテロ市か

らは、述べ２２回の３４２人と大きな成果を

上げているわけであります。 

市長、ちょっと長々と聞きづらいかもしれ

ませんけれども、実は、空知管内では一体ど

ういう状況になってるのかと、ちょっと触れ

てみたいと思いますが、夕張市は中国の撫順

市、これは、炭鉱から取り持つ縁と、しかし、

ここの撫順市は人口が２２６万もいると、大

都市です。そこと提携してる。芦別市はカナ

ダ、シャーロットタウン市、これは小説の赤

毛のアンでテーマパークを第３セクターが芦

別に開業したという事で、提携を結んだんで

すけども、人口は３万の港町です。赤平市が

隣の国、韓国、三陟市、これも同じ炭鉱の都

市であったという事で技術交換をしたという

のが発端です。８万１，０００人の市です。

赤平はもう１つあるんです。中国の汨羅市と

いう、非常にこれ難しい字書く市ですけれど

も、北海道赤平日中友好協会、これが手を結

ぶ会、これが支援活動を行いまして、人口こ

の市は実に６７万人の市です。滝川市も最近

ちょっと新聞に載っておりましたけれども、

アメリカのスプリングフィールド市、マサチ

ューセッツに友好交流がありまして、これは

元知事の横路さんの仲介によって調印をされ

た、スタートを切られたということです。深

川市は、カナダ、アボツフォード市、これは

拓殖短大とフレーザーバレー大学との提携を

機会にし、市民交流が深まったということで、

人口は１１万人。これは州最大の農業都市な

んです。また、隣の奈井江町なんですけれど

も、フィンランドのハウスヤルビ町、これ福

祉で結びついてるんです。国際交流を結び、

厚生省から当時の紹介をされたという事で、

人口は８，０００人。上砂川町もカナダのス

パーウッド町、三井鉱山水力最短技術を指導

したという事で、炭鉱のまちです。人口は４，

０００人。沼田町がカナダ、ポートハーディ

市、これは地区水産加工会社がニシンを輸入

しているという関係で交換留学をしてるとい
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うことで、人口が１万２，０００人。 

このように、姉妹都市の多さにはちょっと

驚きました。私も早速大きな世界地図を購入

いたしまして、そこで塗りつぶしていったん

ですけれども、これはすごいなという感じを

目の当たりにいたしました。その動機と言い

ますのも、地理とか、気候、人口、産業、共

通の類似点があるわけでして、美唄市も世界

的な彫刻家安田侃さんがイタリアのミラノ市

を中心に活躍しておりますし、また、旧産炭

地として、現在、農業が中心だという都市が

世界をひもといてみますと、かなり多くある

という現実がございます。市は今日までに姉

妹都市提携についてどういう働きをしてきた

か、その経過と、さらに北海道から打診があ

ったのかどうか、そういう経過がなかったの

か、今後どう対応していくか、この点につい

て伺いたいと思います。 

２点目は、農業問題についてです。新規就

農者の実態という事で、農業白書が最近閣議

決定をいたしました。農家収入を安定させる

ために新たな農政の大転換を白書は位置づけ

ています。平成２１年度の農業生産額は、ピ

ークの平成２年、調べてみますと、比べると、

なんと４兆円も減少してると。耕作利用率も

低下をしています。農業従事者の平均年齢が

６６歳と高齢化をしてる。後継者も不足して

る。まさに深刻な事態で、今日人口対策が大

きな課題となっていますけれども、いかに人

口を増やしていくか、そこに結びつけるか、

農業に従事してる方の後継者が不在だという

現実、また、多くの耕作放棄地を抱えている

現状で、新規就農対策が各自治体が中心とな

って具体的に講じられているわけですが、ま

た、専門窓口もそれぞれおかれまして、農業

担い手不足解消への支援に相談から各種手続

までサポートをしていると、これを行ってお

ります。 

岩見沢市が市長が中心となりまして、農業

後継者対策協議会がサポートセンターを設置

をし、ホームページを開設をしてまして、呼

びかけております。 

ここに道庁の資料があるわけですけれども、

平成２１年の新規就農者実態調査、これ実は

平成２２年度の５月の１８日公表ということ

ですから、つい最近のものです。いただいて

きました。検討してみますと、平成２１年度

の新規農業者総数は６１１人、前年度の５９

９人から比べ１２人増加をし、平成１６年の

７２８人をピークといたしまして、１２人の

増加、最高にいたしまして、だいたい６００

人から７００人という間で推移をしてる訳で

すけれども、非農家出身の新規参入者、これ

等については横ばいであるものの、近年はＵ

ターンの割合が高まりまして、これがまた１

つの特徴です。市町別には空知は新規就農者

が９５人、前年比２３人増加いたしました。

増加数は十勝、網走、空知、空知は３番目に

増えているという状況で、経営形態別を見ま

しても、畑作が多く、酪農の次に稲作となっ

ております。新規参入者は野菜が一番多く、

次が酪農、Ｕターンは畑作、酪農、そして稲

作とそれぞれ色わけがされます。さらに就農

時の年齢、新規参入者の出身地、それから、

投資額等、多くの分析がなされているわけで

す。 

そこで、お伺いしたいのは、平成２１年度

における市の取り組み状況、新規学卒就農者



- 35 - 

数、Ｕターン就農者、新規参入者の数、そし

て経営形態、研修の受入農家に対する知事か

ら認定を受けている指導農業士の数をお伺い

をいたします。 

次に、農外の企業等の農業参入状況につい

てですけれども、２１年の１０月に特定法人

に対する貸付事業が改正をされ、廃止をされ

たという説明を受けてきました。これ等も資

料等を見てみますと、平成２１年の９月、全

道における参入状況ですけれども、全道で農

業生産法人が１１１法人、空知が９、関連企

業が１４４社、空知が１４となっており、十

勝、石狩、網走が多く、営農形態別では畑作

が全体の４５．９％、畜産、野菜が続きまし

て、参入企業は建設関係が４割、食品関連業

が、あるいは農産物販売業、製薬会社、観光

関連会社となっております。企業が新たに法

人を設置しての参入は８割を超え、近年の増

加傾向にあり、経営面積が３０ヘクタール未

満の法人が６割を示しています。 

そこで、市の参入状況はどのようになって

いるかという点です。地域農業振興というた

めには、積極的に農業参入へ企業誘致を進め

ている現況下ですけれども、２１年の実態を

お伺いをいたします。 

農業問題では本年農林業センサスの年です。

これは５年に１度ですけれども、調査で２月

１日から実施をされました。実は、分厚い資

料、１８３ページにわたって美唄市の統計書

平成２１年度版をいただきました。農業部門

を比較をしてみますと、実はこれ平成１７年

度のセンサスの調査の結果が載っていると、

掲載されていると思いますので、今後、市の

農業センサス比較推進に当たりまして、本年

度の調査で実施が早く明らかになるように、

どういうデータが出てくるのか、大いに期待

をしているわけです。 

３点目は、地域における問題について、１

つは、限界集落についてです。限界集落につ

きましては、６５歳以上の高齢者が半数を超

える集落と定義づけられておりますが、最近

の実態調査では、道内全集落の８．６％にも

当たる５７０集落が該当しました。以前にこ

の問題について市の現状を質問をし、３集落

が限界集落に当たると答弁がありました。道

内には今後消滅の危険性ありが、なんと３割

の１６０集落があるとのこと。その後、市も

地域別人口及び世帯数調査等からして、増え

る可能性はあります。集落ごとの移転は産炭

地と戦後開拓という特殊事情から不可能です。

１０年後の見通しと合わせて過疎対策をお伺

いしたい。 

それと、次には買い物難民についてです。

買い物難民という言葉が一人歩きをしており

ます。これは別に農村だけでなく都市も該当

がされ、スーパーが大型店の進出に伴い、地

域の中小スーパーがどんどんなくなってきて

る。買い物の空白地帯が生じまして、車を持

っていない高齢者は日常の買い物に困る人、

いわゆる買い物弱者が全国でなんと約６００

万人も上がるといわれております。当市にお

いても茶志内地区では唯一のコンビニが閉店

し、地域住民が買い物難民となり、さらに自

動販売機すらなく、ジュース１本でも中心部

に行くというような、まさに死活問題となっ

ていると。茶志内・中村地区等から自治体で

対応策を考えるべきでないかという切実な声

もあるということも事実です。自治体での宅
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配サービスといっても出費が予想より多くか

かるという難題がありますけれども、横浜市

とか、道内では喜茂別町が支援に乗り出し、

高齢者の生活を守る事業が開始をされました。

札幌市南区でも生協が無料の買い物バスの運

行をし、過疎地域での移動販売車の検討が進

められ、夕張市は栗山のスーパー業者が夕張

からの買い物客が非常に多いということで、

高齢者を中心に苦労している手助けというこ

とで、これも無料送迎バスが運行の見通しと

なりました。市もこの買い物空白地区解消の

１つとして市農協とかコア美唄が乗り出した

と、そういう報道もありましたけれども、自

治体としてこの問題解決のために取り組んで

きた経過からそういう内容になっているのか

と。運行に対して、市はどのような対応を考

えているのかということをお伺いいたしたく

思います。 

４点目は、支庁の再編についてです。道内

の支庁が最初に登場したのは１８７２年、当

時は人口が少なく行政区画では、役所をそれ

ぞれ配置ができず、公営企業をカバーする行

政組織として明治政府が設置をし、１９１０

年、明治４３年に道内を１４地域に分けた。

して、現体制のスタートが切られてまして、

既に１世紀、１００年が経過をしました。そ

の道庁が本年４月から新体制でスタートを切

られました。しかし、再編をされたといえど

も、旧体制と変わらず、実感がわいてこない。

どうもぴんとこないと言うんです。 

新しい組織は、９つの総合振興局と５つの

振興局、網走支庁、オホーツク振興局に名称

変え、空知管内の幌加内町を上川総合振興局

に、留萌管内の幌延町が宗谷総合振興局に移

り、支庁という呼称がなくなったと。事務的

には何ら変わっていないんではないかという。

私は質問したいのは、市民生活は影響がない

と思いつつも、空知総合振興局に変更になっ

た。このメリット、デメリットがあったかど

うかということです。実態は看板の書き変え

のように思えるんです。当初は国と同様に道

の出先機関も地方分権にふさわしい形に変え

る必要があるということを知事を初め幹部は

強調していました。しかし、各市町村の理解

を得ることができず、中身を骨抜きにせざる

を得なかった。これが実態と思います。人口

流出と少子高齢化、産業の空洞化、医師の都

市部偏在、市の抱える課題が余りにも多きす

ぎ、こうした不安を解消すべき体制を整備す

ると、これを道庁がやっぱり最優先にすべき

でした。行政の効率化を図りつつ、地域振興

に配慮をした体制を整える方針とは絵に描い

た餅で、かけ離れてしまってるというふうに

判断をするわけです。市としてはこの再編に

直接関わった問題点、対応した経過があるわ

けです。今回の再編成は地域の視点に立って

いない感があり、スタートした空知総合振興

局に対し、市町村との信頼関係は欠かせませ

ん。行政効率化と財政健全化の観点から、冒

頭述べました市のどのようなメリット面等あ

ったかをお伺いをいたします。 

５点目は、教育に関する件についてです。

新教育長、どうも就任おめでとうございます。

教育につきましても、非常に課題・問題山積

してるわけです。積極的にお尋ねしたいと思

ってますが、ひとつよろしくお願いいたしま

す。 

私は今日まで必ず定例会ごとに教育に関す
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る点で多くの質問をしてきました。今回、国

旗・国歌に関する件、これは私なりに考え方

があり一度も質問をしていません。しかし、

今回の思想・信条の自由を強権で納得させる

ようなやり方、道教育委員会、学校の卒業式

と入学式における国旗掲揚や国歌斉唱に際し、

実施状況調査について教育に関する不当な介

入、そして現場が混乱させた事実、これはは

っきりやり過ぎでないか、行き過ぎでないか、

そういう感じを持っております。実態を知る

につれ、新教育長に１つ矛盾点と指摘をしつ

つ考え方を伺います。 

この件については、ちょっと名前忘れてし

まいましたけれども、本市選出の道議が北教

組を社会的に孤立させるために動いたように

も思え、道教育委員会がそれに手を貸したと

いうようにも思えてならないのです。各種新

聞にも大きく取り上げられました。ある憲法

学者は、子どもたちの思想・良心の自由にも

配慮しなければならない。その点と口をこじ

あけてまで無理やり歌わせる今の対応そのも

の、行き過ぎだと言ってるんです。教育長、

今思えば、国旗・国歌の法制化の際には、当

時の小渕恵三首相、あの平成というパネルで

有名になった人ですけれども、強制をするも

のではない、義務付けは考えていないと１１

年前に国会で答弁をしているんです。教育長

は御存知のことと思います。元々、国旗・国

歌法案、強制はしない、このことを前提に成

立をしています。本当にこれわかりやすい表

現ですよ。ここに週刊金曜日なんかあります

けれども、これは教育が危ない、これは特集

ですよ。戦争をする国の国民を作るために愛

国教育強制の歴史として、平成元年３月から

今日まで、つぶさに掲載をされておりますが、

日の丸・君が代が指導の対象に、驚いたこと

に実に４５０名近い教職員が処分を受けてる

ということです。このように、愛国教育を進

めること、戦争を肯定する歴史戦争認識を定

着をさせる狙い、これ等を推進しようとして

る姿なんです。今回の入学式における国旗掲

揚・国歌斉唱の調査、不当にも国歌斉唱の際

に不起立の教職員に校長の職務命令で処分を

ちらつかせ、思想・信条の自由を強権で屈服

させる道教委のやり方には激しい憤りを感じ

ます。新学期を迎え、教職員は未来の担う子

どもたちを育むため、多忙な中で力を合わせ

て教育にあたって、こういう時期に、大切な

時期に、混乱をひいた差し金は誰か、この調

査はゆとりの教育、子どもと向き合う教育の

水を差すもので、何者でもありません。 

そう言えば、昨年は確かに帯広の道立高校

の授業に北海道新聞の社説を活用した、この

ことが問題になりまして、結果的には社会的

に道民から批判を受けたんじゃないですか、

道教育委員会は。またも、今回の行きすぎな

事件、教育長どう思いますか。 

次に、私は小学校教科書のページ数増につ

いてです。「教科書を開くと頭痛くなる」これ

は５月の１７日に峰延中学校の小河桃香さん、

北海道新聞の川柳欄に入選をした句です。本

年の教科書、小学校来年からですけれども、

大幅に厚くなるという、サイズを大きくし分

量を増やす、これ等は学力向上に果たして役

立たせるということですか。内容を調べてみ

て驚きましたよ。ページ数が平均２５％も増

える。理科が３７％、算数は３３％、大幅に

分量アップ、これでは詰め込み教育に逆戻り
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をする、ゆとりのある教育の効果など期待で

きず、保護者も戸惑いを感じとられます。こ

のような分厚い教科書を使いこなす準備づく

り、環境づくりを市教育は率先しなければな

らない立場にあるわけですから、大変なこと

でしょう。教育の成果と言えば、このような

教科書や指導方針が変わるたびに現場は混乱

をしてくるんです。子どもたちの負担がどの

程度になるのか検証すべきです。詰め込み主

義教育がいじめや不登校、子どもたちのスト

レスにも関係をしています。職員の時間的な

余裕もたらない、こういう対策をどうするか、

取り組んでいる今の時点ですけれども、教育

長この点についても１つお伺いをし、質問を

終りたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 森川議員の質問

にお答えします。 

初めに姉妹都市提携についてでありますが、

本市のこれまでの経過といたしましては、北

海道が姉妹提携している中国黒竜江省や、カ

ナダアルバータ州、アメリカマサチューセッ

ツ州、ロシアサハリン州について、北海道か

ら姉妹都市提携の意向調査などがあり検討し

たことがございました。また、市政施行５０

年に際して、専修大学北海道短期大学の留学

生との関係で、中国黒竜江省の桂木斯市との

交流について検討した経緯があったほか、日

伯協会からブラジルの都市との提携の話をい

ただいたこともございました。しかし、いず

れも明確な連携の動機や目的が見出せなかっ

たことに加え、経費の捻出や専任職員の配置

などの課題があったため、実現には至りませ

んでした。 

昨年末の北海道の調査によりますと、道内

では７３市町村が１９カ国と姉妹都市提携を

しており、国別ではカナダ、アメリカ、ロシ

ア、中国など北海道と気候や風土の類似した

北方圏地域との提携が大半を占めております。

国際化、グローバル化が急速に進展している

中、国際交流はまちづくりにおいても非常に

重要なものであると認識しており、長期的に

検討していかなければならない課題であると

受け止めているところであります。 

次に、農業問題について、新規就農者の就

農促進活動についてでありますが、本市では、

北海道農業開発公社のホームページを活用し

て新規就農者の受け入れ情報を発信している

ほか、就農希望者からの紹介に対応するとと

もに、希望者が安心して研修や就農できるよ

う、農業改良普及センターや農協などの関係

機関・団体と連携して、指導や助言を行って

いるところであります。 

また、農業後継者に対しましては、農業関

連大学等での教育や研修を受けようとする希

望者に対し、同公社が実施している就農研修

資金等の活用について情報提供を行っている

ところであります。 

次に、平成２１年度に新規就農された方は

学卒者２名、Ｕターン８名、道外からの新規

参入者１名の合計で１１名となっており、経

営形態としては水田・畑作経営が７名、水田・

畑作・野菜経営が２名、水田・野菜経営が１

名のほか、新規参入者１名は野菜経営となっ

ております。 

次に、指導農業者につきましては、現在の

ところ男性４名、女性１名となっており、主

に新規就農者等に対する技術指導や助言など
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を行っております。 

次に、農外企業等の農業への参入状況につ

いてでありますが、平成２１年度において、

農業へ参入した企業はありませんが、これま

でに市内企業２社が参入しております。この

うち、平成２０年度に参入した１社は農業法

人を設立して家畜の使用、肉の生産販売等を

行っており、この法人の特色としては、使用

している綿羊に本市の特産品であるグリーン

アスパラの端材を飼料として与え、肉質、う

まみを向上させるなどの工夫を凝らしている

ほか、この肉を使った加工品の開発などにも

取り組んでいるところであります。 

今後の対応につきましては、これまでも問

い合わせや相談等にこたえてきたところです

が、農業への参入に感心を示す企業からの照

会がありましたら、農業委員会等と連携を図

りながら、その対応に努めてまいりたいと考

えております。 

次に、地域における諸課題について、集落

の将来見通しについてでありますが、一般的

に過疎化が進み、高齢者の割合が５０％を超

えて集落機能維持が困難になっている集落を

限界集落と呼んでいるようでありますが、住

んでいる方のことを考えると、限界集落とい

う言い方は適当ではないという考え方から、

最近では、基礎的条件の厳しい集落維持が困

難な集落などの表現も見られているところで

あります。 

本市では、昨年１０月現在の地域別の高齢

化率で見ますと、４つの地域が５０％を超え

ており、５つの地域が４０％台でうち１つは

４５％を超えております。今後、さらに高齢

化が進むことが予想されますので、１０年後

を見通したときに、さらに２つの地域では高

齢化率が５０％を超えることが考えられます。 

また、本市では公営住宅についてまちなか

居住を進め、高齢化に対応した居住環境を整

えようとしておりますので、今後、市内で高

齢者人口の移動が少なからずあるものと考え

ております。このようなことから、過疎対策

としては、可能な限り集落機能を維持するこ

とを基本として、移住・定住の取り組みとと

もに、公共交通の再編や高齢者の方へのきめ

細かな健康指導などに加え、地域の皆さんと

もご相談しながら、冬期間に複数世帯が１カ

所に集まって住む方法などの検討を行ってま

いりたいと考えております。 

次に、高齢者などの買い物についてであり

ますが、高齢化が進む本市においても茶志内

のコンビニエンスストアの閉店や、Ａコープ

いなほ店の閉店などで、買い物に不便を来た

す方々が増えているものと思います。このよ

うな状況の中、Ａコープ美唄本店では、６月

２０日の日曜日から日曜限定で南美唄地域、

東明地域、西美唄・中村・茶志内地域の３路

線の無料買い物バスの試験運行、また、コア

美唄では、６月１９日の土曜日から土曜限定

でいなほ地域、進徳地域の２路線の無料買い

物バスの試験運行を実施し、いずれも３カ月

間の試験運行でその状況を見て今後の継続運

行などを検討すると伺っております。 

市としては、市民バス停留所の有効活用や、

広報誌メロディーで取り組みをお知らせする

こととしており、今後とも必要な対応に努め

てまいりたいと考えております。 

次に、支庁再編についてでありますが、支

庁制度改革の背景としては、地方分権改革の
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進展への対応のほか、広域的な視点に立った

効果的な地域政策の展開、簡素で効率的な体

制の整備などがあったと承知しております。

本市への影響につきましては、空知総合振興

局は所在地の変更が無く、従来の支庁の機能

が維持されたことに加え、道の本庁が持って

いた権限のうち約３８０項目について、今後、

総合振興局に移譲されることから、これまで

道庁で行っていた許認可の手続きが空知総合

振興局でできるようになるなど、利便性が向

上する面もございます。また、空知総合振興

局が石狩振興局の所管区域に係る事務を、広

域事務として所掌できることになることから、

今後は、空知地域と石狩地域が一体となった

道の事業の展開が図れるものと考えておりま

す。この広域事務については、今後、道と地

方４団体との協議によって内容が決められる

こととなっておりますので、市町村振興に一

層資するものとなるよう、全道市長会と連携

した働きかけをしてまいりたいと考えており

ます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 森川議員の質

問にお答えします。 

初めに、道教委の国旗・国歌調査について

でありますが、卒・入学式における国旗・国

歌の実施状況については、これまで校長から

の聞き取りによって把握し、報告をしており

ましたが、本年３月からは各学校に職員を派

遣し、直接状況を把握し報告するよう求めら

れたところであります。今回の調査は道議会

や保護者から、学習指導要領に基づく卒・入

学式における国旗・国歌の指導が不十分であ

るとの指摘があった事から、国旗・国歌の指

導の一層の充実を図るため実施したものと認

識しております。公教育においては、学習指

導要領に基づき国旗・国歌を適切に指導する

ことが必要であると考えております。 

次に、小学校教科書のページ数増について

でありますが、この度の学習指導要領の改訂

では、戦後６０年続いた教育基本法の改正に

伴い、生きる力の育成の理念を引き継ぎなが

ら、授業時数を２割程度増やし、学習内容を

充実させております。このことから、来年度

からの小学校教科書のページ数は増加します

が、教科書に記述されてる内容をすべて教え

るのではなく、発展的な学習など個々の児童

の理解の程度に応じ学習する内容であること

や、児童が興味・関心を持って読み進められ

るように、話題や題材に創意工夫をするなど

の観点から編集されており、子どもたちに学

ぶ意欲を育む内容となっております。そのた

め、新しい教科書を生かす指導の工夫改善や、

教材研究に取り組む時間が十分確保され、教

職員が児童と向き合うことができるよう、地

域で学校を支える体制づくりを進めるととも

に、教職員の定数等の充実・改善に向けて、

今後とも全国教育委員会連絡協議会や全国都

市教育長協議会などを通じ、国や道に要望し

てまいりたいと考えてございます。 

以上です。 

●議長内馬場克康君 ２番、森川明議員。 

●２番森川明議員 それでは、自席から再質

問させていただきます。 

１点目の姉妹都市の提携についてですけれ

ども、過去に答弁では道からの打診、さらに

は、専修大学北海道短期大学の留学生の多い
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中国とのチャンスがあったにも関わらず提携

に至らなかったと。これは大変に残念に思っ

ております。いずれも、経費が捻出面で課題

要因と答えておりましたけれども、他市町村

の実例を見ますと、お金を余りかけないでの

交流を進めていると、いわゆるお互いに提携

した市との知恵を出し合いながら、交流を深

めているという実態もあるわけなんですよ。

今後、進めることはなかなか難しいというこ

とでしたけれども、長期的に打診をする、こ

ういう答弁ですが、早急に前向きに提携交流

はしようとの判断で検討していただきたいな

というふうに思います。 

それと、この姉妹都市について、国際交流

に力点を置いて来ましたけれども、国内交流

についてです。沖縄の南城市との青少年交流

活動、子ども会育成交流訪問ということ。こ

れは、市から夏に、冬は南城市からというこ

とで、中学生の交流の実態があります。すで

に定着してるという事で、メロディー等にも

掲載がありましたけれども、これあたりは姉

妹都市の方に進むべきでないかというふうに

思っておりますが、これはどうなんですか。

さらに、道内の美の付く美瑛、美深、美幌、

この４つの美の付くサミット、これ等も非常

にユニークな試みであるというふうに思って

ます。観光面だとか、お互いのさすけの農業

面もかなりそれぞれの特色もありますから、

大いにこれは交流を再開し、サミットを開催

をして、都市契約等を結ぶべきでないかと思

いますし、またさらには、中標津町との交流

もメロディーにも載っておりました。友好都

市としてこういう進める面が多々あるわけで

すけれども、この点をどう考えているのかと

いう点です。 

２点目の、農業問題についてですけれども、

新規就農者促進活動、この市の実態が平成２

１年で１１名、空知管内が全体で９５名です

ので、パーセンテージから見ますと、明るい

兆しも見えてきました。経営形態も水田・畑

作・野菜、と多岐にわたってきましたし、さ

らに、指導農業士等も５名、これは広範囲に

新規就農業の技術指導のために助言を行って

いる。活躍をしているということですので、

大変力強いわけです。また、農外企業等の農

業参入の件、今後も１つ努力をすることを期

待をいたしております。 

３点目は、地域における諸問題の限界集落

についてです。名称についてご指摘も答弁の

中でありました。地域住民のことを考えると、

限界という表現がいかがと。これは、こうい

う問題につきましては、私も承知をしていま

す。 

市長の答弁では、昨年の調査からして、１

つの地域が増えそうな状況にあるということ

ですし、さらに５つの地域が高齢者割合が既

に４０％以上超えていると、１０年後は５

０％超えが予想されるというようなこともあ

り、まさに深刻な事態です。これは美唄市だ

けでなく、他の区市町村等も抱える大きな悩

みなんですけれども、過疎対策、移住・定住

の市としての取り組み、冬期間のみの集住等、

検討するというお答えでした。地域と十分相

談をし、対応し、その中から進めていかなけ

ればならないと思っております。 

また、深刻な状況にある買い物難民の件に

ついてですけれども、市農協、コア美唄が無

料バスを運行し、解決を図るという答弁、ま
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さに朗報です。無料バス、この利活用、これ

等につきましては、広報等のＰＲを進めたい

ということですけども、心配するのは３ヶ月

の試験運行という、ここなんです。当然、赤

字になったら大変なことですし、どれだけ利

用されるのか、この取り組みとなるといろい

ろ考えられる点も多くがありますが、利用者

数アップのために、今後、３ヶ月でやめたと

言われないような継続運行されるように市も

働きかけを強めていただきたい、このように

思います。 

４点目の支庁の再編です。支庁の再編、総

合振興局と振興局への衣替えですか。冒頭言

いました１００年に１度の改革、いわゆる鳴

り物入りで、その割合にはただの僕はやっぱ

り看板換え、そういう感じを強く持っている

んです、見えてたまらないんですよ。道庁で

行っている許認可の手続とかを空知総合振興

局でできるようなメリット面があったという

報告もありました。お答えもありました。分

権の時代に道の果たすべく役割をきちんと精

査をしまして、任務分担等をきちんと定めて

から再編を図ってもいいんでないかと。どう

も見切り発車という感が拭えません。市も例

えば印刷、あるいは規則・規定等、書類等の

まだ事務手続等、ゴム印等の出費も予想され

ますよ。道庁だけでゴム印等の消耗品だけで

６，０００万円が出費をされたと。それが全

道の各市町村で規則・規定からさらにゴム印

とか、封筒とかなおす云々等、考えるとおそ

らく９，０００万近くの今回の再編の出費に

なるのではないかというふうに言われており

ます。効果的な地域政策実行に当たって、更

なる整備が求められている。この点を強く申

し述べておきたいと思います。 

５点目の、教育長の答弁ですけれども、道

教委の国家・国旗に関する調査の件ですね。

これは法的に規定のない国旗の掲揚場所や国

歌斉唱のときに起立把握までの調査ですけれ

ど、見てみましたら。どうもやっぱり教育長

の答弁では納得いかないんですよ。過去には

管理職と教職員とが激しい対立をしたその経

緯もあります。ＰＴＡ等で開校記念・式典だ

とか、あるいは入学式・卒業式等に議論を深

めた時期も確かにありました。しかし、今は

何も対立はないはずです。寝た子を起こすよ

うなこの調査、得意顔になっている仕掛け人

の横やり、こういう大して腹立たしくそうい

う感じてるわけです。伝えたいのは何かと、

起立をしない教職員のいた学校名と数か、地

域ごとの傾向かどうか、校長の職務命令に従

わない教職員を懲戒処分にするという脅しな

のか、従わないのはけしからんと強圧的な指

導要領の実施で学校現場を混乱をさせ、処分

をちらつかせている。これが道教育委員会な

んですよ。教育長、今回の国旗・国歌だけで

はなく、今後、教育現場のあらゆる面で不当

にも介入してくるのではないかと、私は危惧

してるんですよ。思想・信条の自由を侵害す

る、こういうやり方、政治的な機才を感じさ

せる、うがった見方をすれば、戦争をやれる

国として担い手をつくり出すための愛国心を

叩き込む、植えつけようとしているのかもし

れません。教育長、そう感じませんか。 

小学校の教科書のページ数増の関係、やっ

ぱり答弁をお聞きいたしましてもすとんと落

ちない。ゆとり路線からの脱却が透けて見え

てくるのです。２５ページ増の分、基礎的な
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知識だけで生きる力の育成と考える力、応用

力の育成とこれが重視されたと言われても、

厚くなる分難し過ぎるのではないですか。そ

れぞれの学校に検討協議をゆだねるというよ

うなことですけれども。今、それを見てみま

すと、６年で中学１年生で学ぶ１次方程式が

これ盛り込まれてるんですよ。教育長ご存知

ですね。いわゆる英語も前から言われたよう

に、小学校から導入をされるようになったと。

はっきり言うと詰め込み主義、詰め込み主義

の復活なんですよ、これは。全部教えるもの

で、先程言った学校で検討の上対応したいか

らと大丈夫だという答弁ですけれども、教え

る先生方、教職員も大変なんです、これ。分

量増えた分、授業時間が不足する分、効率的

な授業の進め方、あるいは専念しようとして

も今塾に通っている子どもがどんどん前に進

んでいるという、授業についていけない子ど

もと、そうでない子どもとの学力差がどんど

ん広がっていると。そういう面にも拍車をか

けるのではないですかと。この頃塾の広告す

ごいですね。挟まってくるのは。小学校から

のもあります。現場でその指導法をじっくり

研究し、討議を重ね、進めないとその学習指

導要綱そのものが反省点が多いために悔いが

残りますよ。冒頭申しました生きる力の育成

の理念ですね。これが今回の来年からの教科

書増と結びつくのがどうかという点はちょっ

と難しい。その点を踏まえて再度お伺いをい

たしたい、このように思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 森川議員の質問にお答え

します。 

最初に姉妹都市等の問題でございますけど

も、国際交流というのは、やはりまちづくり

においても重要なものと認識しております。

ただ、私どもは国際交流となると、やはり経

費面、それから配置面ですね。職員の体制等

さまざま、これは負担になるというふうな認

識を持っておりましたけども、今ほど、余り

そういうお金をかけないでという方法もある

ようでございますので、その当たりは今後検

討させていただきたいと思っております。 

それから、美有サミットが６年からスター

トして、これは美が付くまちがみんな集まっ

ていろいろやってたわけでございますけども、

いろいろ１０年間やった中で、いろんな成果

等を検証した結果、お互いが話し合って、１

０年ということでこれはやめたというような

状況でございます。 

市としましては、平成７年度から沖縄県の

佐敷町、現在の南城市ですか。ここと青少年

交流を行ってます。この事業に関しましては、

今後とも継続してまいりたいなと考えてござ

います。また、中標津町とのイベントの際の

交流活動、行っております。これは、中標津

と美唄市がいろいろ、別なお米と酪農製品等

を交換するというような、そういう目的でご

ざいますけども、これが、姉妹都市等にはつ

ながるかどうか、このあたりはあくまでも経

済的な交流を狙ったものでございますんで、

このあたりもいろいろ今後検討はしてまいり

たいなと思ってございます。 

いずれにしても、国内の姉妹都市、それか

ら友好都市などに関しましては、市民レベル

での交流も重要でありますので、今後、交流

や連携の契機となるもの見極めながら、検討

してまいりたいと、このように考えてござい



- 44 - 

ます。 

それから、買い物難民という部分でござい

ますけども、本当にこのあたりの対策を市と

してもどうかしなきゃいけないという、この

あたりを今後当然考えていかなければならな

い部分ですけども、農協とコアさんが本当に

民間のレベルでやっていただいたという事で、

これは、農協がスタートするときは、市に参

りまして、市民バスの停留所、これを使わせ

ていただけないかと、そのようなことで、私

どもＰＲはしっかりさせていただくというこ

とでお話しました。ただ、３ヶ月間の試験運

行ということございますんで、３ヶ月でやめ

られたらちょっと困るもんですから、これは、

これから継続して実施されるよう、市として

どのような協力体制がとれるか、この支援策

等について、今後考えていきたいと思ってお

りますので、ご理解願います。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えします。 

初めに、道教委の国旗・国歌の調査であり

ますけども、学習指導要領では、入学式や卒

業式などにおいては、その意義を踏まえ、国

旗を掲揚するとともに国歌を斉唱する指導を

するものと定めております。先ほども御答弁

申しましたが、今回の調査は道議会や、保護

者から学習指導要領に基づく卒・入学式にお

ける国旗・国歌の指導が不十分であるとの指

摘があった事から、国旗・国歌の指導の一層

の充実を図るため実施したものと認識してお

ります。 

私といたしましては、卒・入学式などの学

校行事は、児童・生徒はもとより、教職員、

保護者、地域の皆さんにとって大きな節目と

して思い出に残るものであり、その目的や意

義を踏まえて適切に実施することが重要であ

ると考えております。 

次に、小学校教科書のページ数の増につい

てでありますけれども、生きる力を支える確

かな学力を身につけるためには、体験的な理

解や反復学習などの繰り返し学習が必要とな

ります。そのためには、一定の授業時数を確

保して、学習意欲の向上や学習習慣を確立す

ることなどが重要とされております。今回の

教科書のページ数の増は、児童が興味・関心

を持って読み進められるよう、話題や題材に

工夫を行っており、児童が家庭でも自ら学習

できるよう、丁寧な記述、練習問題、文章量

が充実されるなどの配慮がなされたものと、

このように考えてございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ２番、森川明議員。 

●２番森川明議員 それでは、市長、私はね、

この姉妹都市の実現になんかこだわってるよ

うな感じを受け持つかもしれませんけれども、

確かに、海外の方にえらいこだわっていると、

国際交流にこだわっていると、こういう実態

があるんですよ、自分自身もですね。でも実

は最近、総務省、５月２１日だったですけれ

ども、海外の活発に交流した国内の自治体に

送る本年度の自治体交流表彰に道内では鹿追

町が、京都府とそして北九州市が選ばれまし

た。鹿追町はカナダのストニィプレイン市と

昭和６０年に姉妹都市を提携し、まちを挙げ

ての交流を深め、学校でのカナダ学を小中高、

これが一貫教育に取りいれたと。これが評価

をされたということなんですよ。前年度は同
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じ北海道で当別町が選ばれまして、２年連続

の快挙だそうですけれども、こうした実態、

功績等を知るにつれ、私はやっぱりちょっと

寂しく思うのは美唄市の存在なんですよね。

ひとつ交流の実績についても、その頂点に立

つように、長期的でなくて、今すぐにでもち

ょっと検討してみるかと、そういう気構えで

ひとつ取り組んでいただきたいなということ

なんです。 

それと、国内交流の関係ね。これ沖縄の南

城市だとか、美有サミット、これもっともっ

と定着すべきであると思っておりますので、

この点はよろしくお願いいたしたいと思いま

す。 

それと、教育長ですね。同じようなことを

質問してるように思うかもしれません。実は、

教育長答弁、実は部長時代非常に歯切れよか

ったなというような感じを持ってるんですけ

れども、今どうも何か立場上かもしらんけれ

ども、奥歯に物が挟まったような、そういう

感じを受けております。 

何度もお聞きいたしますけれども、道教育

委員会の調査・指導、これ国旗・国歌の強制

だと、思想・信条などの自由を保障した憲法

違反だということなんですよ。調査を行い、

圧力、こういうかけるやり方を追求しなけれ

ばならないと。教育長が言っておられました

本当に卒業式とか入学式は思い出に残るもん

なんですよ。教育の行政に対するその思い出

に残る事に対する圧力、これはだめですよ。

教育は１００年の体系にあると言われてます

ね。もちろん、積み重ねつつ政策をそういう

政策が必要です。教科書のページ数増も余り

にも変わりすぎたということ。 

新学習指導要領の原点は、私は学力テスト

にあるんでないかと、その結果でないかと、

そう思っているんですよ。一喜一憂している

その全国の各都道府県教育委員会負担のかか

った教職員、これ等は注目すべき事は平成４

年以降、公立高校の廃校が５，０００校あっ

たと。そのうち１割以上の５８４校が北海道

なんですよ。少子化のために学校も小規模化

してるという状況ですが、統合によって教職

員の数が当然減っているにも関わらず、担う

べきその業務量は変わっていないと。教員、

職員１人が負担する量が総体的に増えている

という実態もあります。実態らしいですよ。

スクラップアンドビルドの対応がされていま

せん。分厚い教科書について、その教え方、

全部ではなく要点について教えるというふう

に再質問の中でも教育長答弁ありました。特

定ある学校づくり、特色ある学校づくりとい

えども、やっぱり詰め込み教育にならざるを

得ないのではないかということです。 

ことわざに実は、引いて発たず、これは、

あの弓を十分に引いて見せるが、矢は放さな

いということで、人に教える時、そこのそこ

まで教えてはしまわないで、勉強の仕方を示

すのみにとどめる。自らその分学習をし、習

得するように仕向けると、こういうことわざ

がありますけど、こういうことわざ教え込む

べきだと思っておりますよ。確かに答弁の中

では、教職員の定数増については、全国・全

道の教育長会議等の中で意見を述べていきた

いと、してまた、要望し、上部の方に伝えて

いきたいという前向きなお答えもありました。

この小学校教科書の関係についても、意見等

を教育職、あるいは道教育委員会に対し物申
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す、こういう姿勢がやっぱり貫いていってい

ただきたいなというふうに思うんですけれど

も、再度、この答弁を求めて質問を終わりた

いと思います。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えをいたします。 

初めに、国旗・国歌についてでありますけ

ども、卒業式は卒業生の巣立ちに際し、これ

までの学業に務めた成果を認め、これからの

前途を祝福する場であり、また、入学式は新

入生に、これからの学校生活に希望を持たせ

る場であると考えております。このことから、

私は、これらの学校行事には主役である子ど

もたちにとって、人生の大きな節目として思

い出に残る大切な行事であり、その目的や意

義を踏まえて適切に実施することが重要であ

ると考えております。 

次に、小学校教科書のページ数の増につい

てでありますけども、今回、教科書の改定は

子ども達がもっと知りたいという、そういう

学ぶ意欲を育む内容となってございます。各

学校において、このような教科書を生かす教

育課程が工夫されることが行われることとな

ります。 

教育委員会といたしましては、指導の工夫

改善や教材研究に取り組む時間が十分に確保

され、そして、教職員が児童と向き合うこと

が大切なことであることから、地域で学校を

支える体制づくりを一層進めると同時に、教

職員の定数等の充実改善に向けて、国や道に

要望してまいりたいと、このように考えてお

ります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 午後１時１５分まで休

憩いたします。 

 

正午１２時１６分 休憩 

午後 １時１５分 開議 

 

●議長内馬場克康君 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

一般質問を続けます。 

１番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員（登壇） ２０１０年第

２回定例会に当たり、大綱３点について市長

及び教育長に質問いたします。 

その前に一言申し上げたいと思います。 

５月２８日から市内２１ヵ所で美唄市議会

が議会報告会を開きました。私も参加した一

人として、一言感想を述べたいと思います。

市民の皆さんから寄せられた意見は、本当に

切実で真剣なものばかりだったというふうに

考えております。議員となって７年目ですけ

れども、改めて自分自身の研鑽を深め、勉強

をきちんとしていかなければならない。それ

が市民の声にこたえる議員としての方法だと

痛感いたしました。 

質問の１点目は、美唄市男女共同参画条例

の推進についてお伺いします。本年４月に条

例がスタートしました。大変大きなテーマで

すが、まちづくり基本条例に基づき、美唄で

暮らし、働くすべての人々が年齢・性別によ

って差別される事なく、生き生きと過ごして

いくために、市民一人ひとりが常に自分に問

いかけていかなくてはならないことだと思っ

ております。条例施行後の取り組みを進める

中に当たって、美唄で一番大きな労働の場で
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ある市役所内において、女性職員の職域拡大

や審議会等の女性委員の登用は重要であると

考えております。 

そこで１つ目には、女性職員の職域拡大や、

また、審議会等の女性委員の拡大について、

経過と現状、課題と問題点についてお伺いし

たいと思います。 

男女共同参画条例の２点目には、教育の分

野での男女共同参画の推進について、教育長

にお伺いいたします。私たちの生活の中には、

知らず知らずのうちに男だから、女だからと

いった固定的な認識が存在し、家父長制の歴

史的経緯や、戦前まで女性は参政権さえ認め

られずにいたという中で、男女はどちらも人

間として平等という人権意識がなかなか根付

いていないという現実があります。一般的な

事例として、男らしさとは苦しくても弱音を

はかない、男は泣かない、感情をあらわさな

い、家族を養ってこそ男、強く競争に勝つ、

女性を守らなければ。また、女らしさとは、

か弱い、守られる、おとなしくついていく、

控えめ、貞淑、受け身、夫子どもを第１に、

理屈を言わない、学歴はそこそこ、家事・育

児は女性の仕事。男性はいつも自分が正しく

感情にふたをすることが当たり前という概念

が頭にあると、思いどおりにならなかったと

きに怒りが爆発し暴力となったりします。女

性は自分の意見を待たずに男性についていく、

何か起こった、暴力をふるわれてもしょうが

ない、こういった考え方が社会の中に残念な

がら深く根付いていると言わざるを得ません。 

また、最近、男女交際においても虐待や暴

力による対等でない関係がデートＤＶという

表現で取り上げられています。結婚していな

い男女間での身体・言葉・態度による暴力の

ことです。親密な相手を自分の思いどおりに

動かすために複合的に使われるあらゆる種類

の暴力を指すと言われております。こういっ

た間違った男女間の認識に困らないためにも、

年齢の低い頃からの男女それぞれの人格の尊

重や、他人の意見を大切にするという認識が

大事だと思います。そしてそれは、教育の分

野においてこそ、男女共同参画の精神が浸透

しているかどうかということになると考えて

おりますけれども、本市の教育の分野におけ

る具体的取り組みについて、お伺いしたいと

思います。 

３点目は、今ほども言葉が出ましたが、Ｄ

Ｖ相談、ドメスティックバイオレンス、配偶

者間の暴力についてお伺いいたします。警察

庁のまとめでは、２００９年のＤＶ被害の認

知件数は前年比１１．７％増で、２万８，１

５８件、６年連続で増加し、５年前の倍近く

になっているとあります。そこで、本市にお

ける庁内の相談体制、また、相談件数につい

て、それと、担当職員の研修について、それ

ぞれお伺いしたいと思います。 

大綱の２点目は、市内の観光交流施設のあ

り方についてお伺いいたします。 

最近、私は私用で横浜市に滞在してきまし

た。さすがに日本を代表する観光都市、驚く

ことばかりでした。一般道路から独立して歩

道が観光スポットに整備されていて、とても

歩きやすい都会と感じました。朝早くから公

園にはウォーキングやジョギング、犬の散歩

を楽しむ市民の姿が多く見られました。港の

見える丘公園では、６時３０分になると個人

個人が持ち込んだラジオからＮＨＫのラジオ
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体操が流され、たくさんの市民がそろって体

操に励んでおられました。朝早くから観光ス

ポットを歩いたわけですが、公衆トイレは使

えるように開いていました。さすがだなと感

じてまいりました。そこで、本市の観光施設

として、市内の方はもとより、市外の方多く

に利用される施設２カ所についてお伺いした

いと思います。 

その１点目は、宮島沼についてであります。

私自身は夕方には観察に行った事があります

が、残念ながらまだ朝には見たことはありま

せん。施設の周りを見たところ、仮設トイレ

などがありませんでしたが、早朝４時ぐらい

のマガンの飛び立ちを観察に行っている方た

ちのトイレの利用はどのように対応されてい

るのでしょうか、お伺いいたします。 

観光交流施設の２点目は、アルテピアッツ

ァ美唄についてお伺いいたします。北海道の

観光シーズンまっさかりとなり、アルテには

新しい施設がオープンし、有名歌手が来月に

コンサートを開くということもあり、ますま

す観光客の増加が見込まれることと思います。

美唄市民という観点ではなくて、１観光客と

して評価してみると、どうかと思う点があり

ますのでお伺いいたします。 

その１つは、アルテピアッツァ全体を把握

できる総合的な看板についてです。バスで来

られた方なら、施設奥の駐車場、個人または

少人数ならカフェアルテの方から施設に入っ

ていくのではないでしょうか。どちらにも今

自分がこの施設全体のどの辺りに位置して、

施設全体の様子がどうなっているのか、その

ようなものを示す看板のようなものは見当た

りません。パンフレットがあるとは言います

けれども、それは屋内に設置されてるものだ

と考えます。施設案内の看板が必要だと思い

ますけれども、教育長のお考えをお伺いいた

します。 

２つ目には、トイレの利便性と絶対数につ

いてです。同僚議員が前にも質問されておら

れました。また、ある市民の方からは観光客

からトイレの場所について質問されたことが

あるが、とても慌てていたようだったと話も

聞いております。個人で訪れる方だけではな

くて、バスで訪れる方もおられます。一定の

行程にのっとったツアーでは、到着と同時に

トイレを済ませて、それからじっくり買い物

や見学をするはずです。現在のアルテピアッ

ツァのトイレについて、外靴を脱がなければ

ならない不便さや、駐車場からカフェアルテ

までの距離を考えてみたとき、決しておもて

なしの心を持っているとは思えません。せめ

て、春から秋まで、観光客の多い時、奥の駐

車場付近に仮設トイレを設置しておけばいい

のにと考えておりますけれども、いかがでし

ょうか。トイレにこだわるようでなんですが、

市外からおいでになる方々にとって、一番身

近であり、施設の印象の良し悪しを決定づけ

るものであると、私自身が旅をしたりすると

痛感するものですので、よろしくお願いした

いと思います。 

大綱の３点目は、教育行政についてお伺い

いたします。 

その１点目は、不登校児童・生徒について

であります。私が義務教育を受けていた時代

には、不登校となる原因は、ほとんどが病気

によるものであったように記憶しております。

子どもは学校へ行くのが楽しくて仕方がない。
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夏休みや冬休みの終わりの頃には学校が始ま

るのを心待ちにしていたものでした。いつの

頃からか、競争と管理、いじめなど、大人の

社会の問題が子どもの育ちを保障する学校に

も影を落とし始め、学校が子どもにとって絶

対の存在とはなり得ないところとなってしま

いました。私の周りでも、中学で不登校とな

りながらも、高校進学を果たし、高校生活で

は別人のようにはつらつとした様子で、無事

成人した子や、フリースクールで学び大学進

学した例など、不登校を乗り越えて、その子

なりの成長見せて来ている子どももおります。

文科省の調査によれば、不登校は小中学校で

１２万７，０００人、中学校では約３５人に

１人となっており、社会的にも、どの子にも

おこりうるものという認識となってきつつあ

ります。そこで、本市の不登校児童の人数と、

その対応はどのようになっているのでしょう

か、お伺いいたします。 

教育行政の２点目は、児童・生徒の自転車

通学についてです。暖かくなり始めると同時

に、児童・生徒の自転車の姿が目につくよう

になりました。本市においては、自転車通学

の実態はどのようになっていますでしょうか。

また、安全面での指導はどのようになってい

るのか、お伺いいたします。 

教育行政の３点目では、児童・生徒の携帯

電話の使用についてであります。この問題に

ついては、平成２０年の第４回定例会でも質

問しておりました。１年半たってみて、携帯

電話の機能の進歩には本当に驚かされてしま

います。電車や飛行機利用の際に、携帯電話

をかざして乗り込まれたりすると、自分の携

帯利用環境とのギャップにびっくりしてしま

います。また、児童・生徒が携帯電話でトラ

ブルにあったり、事件に巻き込まれたりする

事例が多く報道されておりますと、それを目

にし耳にすると心を痛めてる一人でもありま

す。そこで、本市の児童や生徒が携帯電話に

おけるトラブルや事件に巻き込まれている例

があったかどうか、お伺いいたします。 

また、適切な携帯電話の使用には家庭と学

校の協力が大事だと思いますが、どのように

なっているのか、その点についてもお伺いい

たします。 

以上、この場所からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 吉岡議員の質問

にお答えします。 

初めに、美唄市男女共同参画条例の推進に

ついて、女性職員の職域拡大等についてであ

りますが、美唄市男女共同参画条例は、昨年

１２月に議決をいただき、本年４月に施行い

たしました。この条例に定めた基本理念等に

基づき、より一層の施策の推進に努めてまい

りたいと考えております。市の職員の状況に

つきましては、本年４月現在で、職員数４３

０名のうち女性職員が１５５名で、割合とし

ては３６．０％となっております。このうち

管理職については、全体９１名のうち女性職

員が医療職を含めて１０名、１１．０％とな

っております。女性職員の割合については、

ここ５年間で見ますと、早期退職者に女性が

多かったこともあり、若干下がりぎみとなっ

ており、女性管理職については、実数、割合

ともにほぼ横ばいで推移しております。また、

審議会等の委員の状況につきましては、本年

４月現在で、委員総数４７９人のうち、女性
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委員が９４名、割合として１９．６％となっ

ており、ここ５年間で見ますと徐々に増加し

ておりましたが、本年度は、総合計画に関す

る協議検討組織として、美唄未来会議を設置

し、委員総数が増加した事から、女性委員の

実数は増加しているものの、その割合として

は若干下がっております。市の女性職員につ

きましては、これまでも管理職への登用や職

域の拡大に努めてきており、さまざまな分野

で活躍できるよう、今後とも職場内研修や専

門研修などに一層努めてまいります。 

また、審議会等の女性委員につきましては、

現在約２０％の割合となっておりますが、第

２次美唄市男女共同参画計画で平成２９年度

までに３５％までに引き上げるという目標を

設定しておりますので、引き続き女性の登用

に努めてまいりたいと考えております。 

次に、ＤＶ相談についてでありますが、庁

内体制につきましては、地域経営室に相談窓

口を設置し、担当職員男女各１名、計２名で

対応しております。相談件数につきましては、

年間５件ないしは６件程度の相談を受け、そ

のうち、道の女性相談援助センターに一時避

難するため紹介するケースが年間２件程度ご

ざいます。 

市といたしましては、相談を受ける際には、

まず、生命・身体の安全を確保するため、緊

急の場合には、警察や道と協議し、必要な一

時避難の方法や法的な対応方法などを説明し

ており、特に小さなお子さんがいる方につい

ては、子どもへの被害も懸念されることから、

一時避難を進めるケースが多くなっておりま

す。相談を受けるに当たっては、不安定な心

理状態の相談者の方に、さらにダメージを与

える、いわゆる第２次被害を与えることのな

いよう、担当職員用のマニュアルを作成し、

細心の注意を払うようにしております。 

職員研修につきましては、北海道主催の専

門研修に毎年参加させているほか、空知支庁

で開催される関係機関の連絡会議にも参加し、

情報交換を行っております。いずれにいたし

ましても、配偶者やパートナーからの暴力は

犯罪であることについて、引き続き防止のた

めの周知に努めるとともに、被害者の方に対

しては、関係機関とともに迅速な対応に努め

てまいります。 

次に、観光交流施設のあり方について、早

朝のトイレの利用についてでありますが、宮

島沼水鳥湿地センターでは、早朝のマガンの

飛び立ちを観察する来訪者のため、施設職員

がセンター内のトイレを、マガンの飛来時期

に合わせて春と秋に開放しています。今年の

春につきましては４月１０日から５月５日ま

での毎日、計２６日間、昨年の秋につきまし

ては１０月１日から同月１２日の１２日間開

放しました。開放時間は、マガンが飛び立つ

時刻に合わせて、基本的には春は午前４時頃、

秋は午前５時頃から閉館時までとなっており

ます。また、トイレの利用につきましては、

宮島沼のホームページのほか、センター敷地

内の４カ所に案内表示を設けて対応してござ

います。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 吉岡議員の質

問にお答えします。 

初めに、教育分野での男女共同参画の推進

についてでありますが、国民すべての基本的
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人権が保障され、性差の別なく、能力や特性

に応じ、あらゆる分野で対等なパートナーと

して等しく参加しあえる社会の創造が求めら

れております。このため、子どもの時から男

女共同参画の意識を育てることが大切であり、

学校教育の果たす役割は極めて大きいものが

ある事から、学校においては、技術家庭科、

保健体育を男女が一緒に学んでいるほか、特

別活動における人権教育や性教育など、男女

がお互いの理解を深める学習を進めておりま

す。また、生涯学習においては、学習機会の

提供・充実により男女共同参画の浸透を図る

とともに、有害都市の環境浄化により性の尊

重など、男女の人権を尊重する意識づくりの

推進に努めているところであります。 

次に、アルテピアッツァ美唄についてであ

りますが、施設全体を示した大まかな案内図

については、施設の入口４カ所に設置してお

ります。現在、施設内に作品が新たに設置さ

れ、それに伴い作品を移動する事から、作品

の設置を終えた段階で指定管理者とも協議を

し、現在あるものをより充実したものにして

まいりたいと考えております。 

次に、トイレの設置についてでありますが、

アルテピアッツァ美唄には、アートスペース、

市民ギャラリー、体験工房の３ヶ所に設置を

しております。利用状況は、季節や時間帯な

どによって異なりますが、概ね適正ではない

かと判断をしております。なお、大型バスが

到着した際には、駐車場から一番近いアート

スペースのトイレが一時的に混雑する状況に

はありますが、駐車場に設置してある案内図

に他のトイレの設置場所を表示し、利用者が

１カ所に集中しないように対策を講じている

ところであります。 

次に、不登校児童・生徒についてでありま

すが、平成２１年度中、年間３０日以上学校

を欠席した不登校児童・生徒は２３名おり、

主な理由として、友人関係、集団不適応など

となっております。各学校では不登校児童・

生徒に対し、生徒指導に係る校内委員会と担

任を中心に本人及び保護者に対する家庭訪問、

教室以外の登校場所の確保、放課後の登校な

どにより、学校との接点づくりに努めている

ところでございます。 

なお、１カ月以上にわたり面談等ができな

い児童・生徒はおりません。また、学校への

スムーズな復帰を目指した適応指導教室チャ

レンジクラブには、現在、市内の中学生１名

が在籍しております。 

次に、児童・生徒の自転車通学についてで

ありますが、自転車通学の許可は、それぞれ

の学校事情により、決まりや規定を定めて実

施をしております。小学校では２校が３年生

もしくは４年生以上を対象として許可してお

り、中学校では、すべての学校において全生

徒を対象に申請により許可をしております。 

なお、各学校では、自転車の点検、青空交

通安全教室、街頭指導、乗り方マナー講習な

どの交通安全指導を実施しております。 

次に、児童・生徒の携帯電話使用について

でありますが、教育委員会では、児童・生徒

の携帯電話について、学校への持ち込みを原

則禁止とした携帯電話の取り扱い及び情報モ

ラル教育に関する指針を策定し、平成２１年

２月各小中学校に通知したところです。これ

まで本市においては、携帯電話によるトラブ

ルや事件についての報告はありませんが、道
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が実施してるネットパトロール事業により、

個人が特定できるような書き込みや、昨年１

０月から本年３月までの期間で８件あったと

の通知がありました。通知された内容につき

ましては、当該学校に通知し、学校において

保護者との連携により適切に対応したところ

でございます。 

次に、携帯電話の正しい使い方についてで

ありますが、学校においては、児童・生徒に

対し携帯電話会社の派遣講師により、携帯電

話教室を開催しているほか、集会活動や学級

会において、利用マナー等の指導を行ってお

ります。また、保護者に対しては、学校だよ

りや啓発資料等で情報提供するほか、授業参

観日の学級懇談会において注意を喚起してる

ところでございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員 自席から何点かについ

て再質問させていただきます。 

まず、男女共同参画条例の推進についてな

んですけれども、今ほど市長のご答弁にあり

ました女性の管理職が、職員構成費では３

６％が１１％という数字には、幾つがいいの

か悪いのかということではないんですけれど

も、やっぱりさみしいような数字だなと、職

員比で言っても３分の１なのかなというふう

な形では、やっぱりちょっと寂しいかなとい

うふうに感じます。しかしながら、それは、

数字が法律とかそういったもので決まってる

ものではなくて、やはりいろいろな事情が、

個々のいろんな事情があると思いますけれど

も、一番大事なことは、職員の皆さん男女に

関わらず、ご本人の心構えが一番大事ではな

いかと思うんですよね。一人でも多くの職員

の学ぶ意欲を喚起できるような庁内の意識の

高揚があって、初めて女性の管理職がそれに

伴って生まれてくるのではないかなというふ

うに私は感じておりますので、折に触れ女性

職員の方にも励ますなどをしていきたいなと

いうふうには考えております。 

また、審議会の女性の委員についてもお伺

いしましたけれども、非常に計画での目標が

随分大きい目標かなというふうな認識でおり

ます。いろいろな場面で募集することがある

と思うんですけれども、ぜひ、達成出来るよ

うな具体的な方策どんなものが、私も何をど

うすればいいのかっていうことは全然思いつ

き今はないんですけれども、どうにかこの男

女共同参画条例が美唄できちんと実を結んで

きたねっていうふうなことが評価できるよう

な形でのね、数字が出てくればいいなという

ふうに思っておりますが、これについて、別

に市長の御答弁はいりません。私の要望でご

ざいます。 

この男女共同参画の社会の構築について、

いろいろと調べましたところ、先進事例が何

点かありましたので、ここで御紹介したいと

思うんですけれども。東京都の千代田区の例

では、女性の能力を生かす職場をつくること

を目指して、区との契約を結ぶ競争入札参加

者の格付けを行う際に、男女共同参画を先進

的に実践している業者であるかどうかを審査

項目に加えて、企業評価の総合数値に加算す

る制度を導入しているということです。 

また、育児休業取得中の従業員に賃金を支

払った中小企業事業主に対し、助成金を支給

する制度も創設してると言われております。
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今月の末には改正育児休業法が施行されまし

て、際立ったところでは専業主婦であっても、

男性が育児休暇をとれるような状況になって

いると言われておりますので、夫婦ともに育

児休暇を取れるように、企業や事業主に対す

る啓発が必要であり、千代田区のように育児

休業中の職員の賃金に対する助成が有効な方

法であるというふうなことは私も認識しまし

た。 

本市の状況を見ますと全くと言っていいほ

ど、競争入札参加者の格付にこういったもの

を入れるというのは道の方でもめったに無い

ことだと思いますし、今すぐここで言ってど

うこうできるということではないと思うんで

すけれども、女性の方は育児休業を取った職

員に対する事業主への助成というのは、特に、

こういった小さな美唄のような社会では本当

は取りたいと思ってても、なかなか取りにく

いっていう、男性から言葉を発しにくいとい

う状況があるんじゃないかなというふうに思

うんです。 

今朝ほどもテレビで育メン、育児をする男

性の例がありまして、それはベネッセという

教育関連企業なもんですから、男性が育児休

暇を取りやすい環境をつくっていると、自分

から言わなくても周りからお子さんが生まれ

たそうだけれども、君はいつ育児休暇を取る

んだいというような形での働きかけがあって、

育児休暇を取っている男性の数が非常に多い

というような報道がありました。 

なかなか、今こういった、美唄ですぐにそ

ういったことは難しいかと思うんですけれど

も、事業主の方も助成があれば、やはりいろ

んな場面で男性が育児休暇を取れる状況を、

事業主の方でも取れる条件をつくって、助成

があればね、つくっていけるんじゃないかな

というふうに思うんです。美唄市は非常に厳

しい財政状況だということはよくわかってお

りますので、独自の案というのはなかなか難

しいと思いますけれども、市長にはぜひ国や

道に対して、そういった助成制度などを創設

するような方向で努力していただきたいと考

えますが、いかがでしょうか。 

また、男女共同参画の実践には、先ほど私

が教育の場で、こういったことがありますと

いうことで、男らしさ女らしさというような、

私たちが意識の奥の奥に長年の日本の文化や

伝統を慣習としてすり込まれてきた意識が存

在する事は否定できないというふうに思いま

す。実践には、有識者の言葉ですけれども、

そういった誤った知識を学び落とすという意

識改革が必要であるというふうなことも言わ

れておりますので、ぜひ、行政においては市

民の皆さんに、自分で本当は意識の底にある

ことを意識の底に持っていることが、実は男

女差別につながることだったんだということ

がわかるような、そういった啓発に関する今

後の取り組みをお願いしたいと思いますけれ

ども、お考えをお伺いいたします。 

それから、観光交流施設のあり方について

ですけれども、今ほどお伺いしました宮島沼

の水鳥湿地センターの職員の方々の並々なら

ない職業意識の高さ、早朝から施設を開けて

らっしゃるということに改めて敬意を表した

いと思います。 

アルテピアッツァですけれども、教育長の

ご答弁の中におおまかな案内図があるという

ことはありました。私も実際に行ってみて、
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実は昨日も行ってみたんですけども、案内図

は２枚、そのほかに熊が出ましたよっていう

のが張ってあって、見えなかった状態なんで

すよね。それで、確か多分手づくりでつくっ

てらっしゃるのかと思うんですけれども、昨

日は雨でしたので、雨にさらされてふやけて

おりまして、非常に興ざめな感じがしました。

せっかくの施設なので、新しい施設が入って、

移動されるということですので、その点でよ

り充実した見やすい案内図というか看板がで

きればいいなというふうに思っております。 

また、あの施設は芸術広場として柵も設け

ていませんし、いつでも開放してある施設で

すから、施設の開館時間を考慮して訪れる人

ばかりではないというふうに思います。早朝

のウォーキングの人もいれば、今は日暮れが

非常に遅くて、６時、７時ぐらいでもまだ明

るい状況ですから、そういった時間に訪れる

方もいらっしゃると思います。アルテピアッ

ツァ周辺には目立った公共施設もありません

し、商業施設もありません。こういった点か

らも、また施設自体の環境を守るという点か

らも、せめて何カ月かだけでも駐車場に仮設

のトイレを設置できないのかお伺いしたいと

思います。 

不登校の児童・生徒についてですけれども、

先ほど、同僚議員の質問にもありましたけれ

ども、今の学校の学習内容というのは非常に

量が多くなってるという事で、内容も難しく

なっているというふうに聞いております。不

登校の児童・生徒の学習面での支援はどうな

ってるのでしょうか。保護者にとってもこの

点は非常に不安な点だと思いますけれども、

どうなってるのかお伺いしたいと思います。

また、これは提案ですけれども、小中学校で

は不登校だった方の中には、既に成人して就

労や進学されてるという方もいらっしゃると

思います。こちらの教育委員会の中でかかわ

ってる方もいらっしゃると思うんですよね。

そういった方から当事者しかわからない思い

や悩みなどを、時間がたって冷静になって、

初めて話ができるというケースも耳にしたり

もします。今、実際に不登校で悩み苦しんで

おられる児童・生徒や保護者にとって、そう

いった方たちの言葉を聞くことによって、何

らかの救いがそこに見つけられるのではない

かというふうに私は考えます。ぜひ、そうい

った取り組みができないのかどうか、お伺い

いたします。 

自転車通学についてですけれども、自転車

は確かに便利な乗り物ですが、１つ間違えば

危険と隣り合わせとも言えます。道路交通法

が改正されて、１３歳未満の子どもに関して

は、自転車に乗る際や、補助イスなどに同乗

させる際に、ヘルメットを着用させる努力義

務が保護者に課せられていると聞いておりま

す。ただし、これは努力義務なので、違反し

ても罰則はないということになっております

けれども、安全を守るために本市において、

自転車乗車時のヘルメット着用についてはど

のようになっているのか、お伺いしたいと思

います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 吉岡議員の質問にお答え

します。 

初めに、男女共同参画についてであります

が、少子化対策や子育て支援として、またワ

ークライフバランスの実現に向け、育児休業
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が取りやすい環境をつくることは大切なこと

であると考えております。 

私も、今朝の育メンの放送を見ておりまし

た。給料の半分を企業がきちっと負担すると

いうような、そういう考え方ということで、

男女共同参画社会について改めて感じさせる

ものがありました。今ほど御指摘のありまし

た育児休業取得中の従業員の賃金に係る助成

などにつきましては、先進事例等を参考にし

て国等に対して要望してまいりたいと考えて

ございます。 

また、男女共同参画を進める上で性別によ

る固定的な役割分担意識を改めていくことが

重要であると考えています。そのため、今年

度は啓発活動として、今月男女共同参画週間

に合わせたパネル展を開催するほか、１０月

には男女共同参画条例施行記念としてシンポ

ジウムの開催を、また、市民の皆さんが男女

共同参画の考え方や実践の仕方などを学ぶ場

として、講師の方をお招きしたワークショッ

プの開催を２回程度予定してるとこでありま

す。今後とも、男女共同参画の意識がさらに

広がるよう、さまざまな機会をとらえ、周知

啓発に努めてまいりたいと考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 吉岡議員の質問にお答

えします。 

初めに、アルテピアッツァ美唄についてで

ありますけども、先ほども御答弁申しました

けども、大まかな案内図につきましては、現

在あるものよりも、より充実したものにして

対応したいと考えてございます。 

また、トイレの利用状況につきましてです

が、先ほども申しましたが、時間的な制約が

ございますものの、アルテピアッツァには、

アートスペース、市民ギャラリー、そして体

験工房の３ヶ所にございます。また、アルテ

ピアッツァ美唄が休館となる火曜日につきま

しては、アートスペース及び体験工房のトイ

レは使用することはできませんが、栄幼稚園

と一体となっている市民ギャラリーについて

はトイレを使用していただくことは可能な事

から、これらについても今後案内図を整備す

る際に周知してまいりたいと考えております。 

また、簡易トイレの件ですけども、アルテ

ピアッツァ美唄は癒しの空間でもありまして、

景観を考慮しながら整備を進めてきた施設で

ありますので、大規模なイベントを開催する

場合を除いて、仮設トイレの設置をすること

については現在考えていないところでござい

ます。 

次に、不登校児童・生徒への学習支援につ

いてでありますが、担任及び教科担任が授業

に使用したプリントや教材、テスト等を届け

ているほか、家庭訪問や児童・生徒が放課後

に登校した際に個人指導を行っております。 

また、適応指導教室においては、児童・生

徒自身の選択による学習を主体に進めており、

必要に応じて指導や助言等の学習支援を行っ

ているところであります。 

不登校児童・生徒の体験を生かす取り組み

についてお話がございましたが、不登校が解

消された児童・生徒であっても、担任による

支援や、進級・進学時における生徒指導上の

配慮など、継続した支援が必要となる場合も

あることから、この取り組みについては難し

いものと考えてございます。 
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次に、児童・生徒の自転車通学におけるヘ

ルメットの着用についてでございますが、小

学校においては保護者に着用を促し、ほぼ全

員がヘルメットの着用を行ってるところであ

り、中学校においては着用についての定めが

ないところでございます。児童・生徒の通学

における安全確保のために交通安全指導の中

でヘルメット着用の安全性についても伝えて

まいりたいと考えてございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

１０番、小関勝教議員。 

●１０番小関勝教議員（登壇） 平成２２年

第２回定例会に当たり、大綱３点について市

長並びに教育長に質問をいたします。 

大綱１点目は、農業行政についてでありま

す。美唄市としては、農業について農業・農

村を持続的に発展させていくために、担い手

の育成・確保に向けた生産基盤の整備等や、

特色ある農産物、特産品や農村景観などを活

用したグリーン・ツーリズムによる都市と農

村の交流を推進していくと、こう言われてい

ます。そこでお聞きをしますが、特に食にこ

だわった推進事業であります。この事業の取

り組みの中で２点、お聞きをしたいと思いま

す。 

１つは、農産物高付加価値化の推進であり

ます。この推進はどのようなことを想定をし

ているのか。付加価値というのは、一般的に

米それから麦、大豆等、これらは原料なんで

すけれども、これら粒で一応今販売をしてい

ると。これらについて付加価値を高めようと

すると、一手間二手間、俗に言う１次加工、

２次加工をほどこして、原料体の価格をさら

に上昇させていく、このことが、生産所得に

結びつき、また向上につながるというふうに

思っております。これらのことも含めて、農

産物の高付加価値化の推進内容をお聞かせい

ただきたいと思います。 

２つには、地域資源を活用した都市と農村

の滞留事業であります。過去には、グリーン・

ツーリズム等で修学旅行の生徒受入など、い

ろいろと行われてきている経緯はあります。

今までは都市と農村の交流事業もそれぞれ行

ってきていますが、今回のこの滞留事業とい

うのは、どのような取り組みを行うこととし

ているのかお聞きをしたいと思います。 

大綱２点目は、空知工業団地についてであ

ります。昭和５０年前後に、国では全国各地

において工業団地の造成が行われてきたとこ

ろでございます。その中の１つとして、空知

工業団地もこれに含まれているんじゃないか

なと。当然、このことによって造成が行われ

たんではないかと思います。その後、企業誘

致を積極的に推進をされていますが、これま

での取り組みについて、また、今後の対応等

について何点かお伺いをいたします。１つ目

は、昨年、空知工業団地に１７年ぶりに１社

分譲されたと聞いています。しかし、団地は

まだまだ空き地が目立っているようです。そ

もそも空知工業団地が造成をされた経緯につ

いて、お伺いをしたいと思います。 

２つ目は、空知工業団地の現状についてで

あります。全道でも多くの地域で工業団地が

造成をされていますが、特に、空知の管内に

おける工業団地の分譲状況と、空知工業団地

における総体分譲用地面積、区画、さらには

分譲進捗率等についての実態についてお伺い
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をします。 

３つ目は、今後の空知工業団地への企業誘

致等の推進対策であります。新聞報道等にお

いて、データセンター誘致活動加速の内容が

報じられていました。首都圏の大手企業など

のホストコンピューターを設置するデータセ

ンターの誘致活動が道内で加速をしていると

言われています。道や道経済連などは、昨年

から誘致運動を始め、昨年４月には石狩湾新

港地域、これは石狩市です。それに千歳臨空

工業団地、苫小牧東部地域、空知工業団地、

旭川工業団地の５地域を適地に選定したとの

報告もありました。美唄市として、これらの

報道に関してどのように受け止め、これに対

しての取り組み、また誘致活動など、どのよ

うに結びつけていかれようとしているのかお

聞きをします。 

大綱３点目は、グリーン・ルネサンス推進

事業についてお聞きをします。平成２１年度

からこの推進事業がスタートいたしました。

地域の子どもたちの生きる力を育むため、人

と自然とのかかわりという視点から、本市基

幹産業である農業や自然環境を通じて、地域

が一体となって子どもたちの育成を図ること

を趣旨としています。昨年は、ソフト事業と

して農業体験学習検討委員会の設置、農業支

援者の委嘱、副読本を作成する編集委員会の

設置、また、研修会等の開催、農業科特区も

視野に入れた先進地視察等を取り組むとされ、

１００万円の予算が計上されたところでござ

います。 

そこでお聞きをしますが、１つには、農業

体験学習検討委員会の構成メンバー数、また、

支援者は何名で構成されているのか、副読本

の編集委員についてもどのように構成されて

いるのか、それぞれの選定基準状況はどうな

っているのか、お尋ねをします。 

２つには、研修会等が開催されたと思いま

すが、研修会の内容等をお聞きしたいと思い

ます。 

３つ目に、農業科特区の先進地は、どこで

設置をされているところを視察されているの

か、視察の内容等についてもお聞きをしたい

と思います。 

以上でこの場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 小関議員の質問

にお答えします。 

初めに、農業行政について、農産物高付加

価値化の推進についてでありますが、今年度

は、農産加工品に対する生産者のニーズ把握

や加工品づくりに向けた研修会を開催して、

人材の育成に取り組むほか、ポータルサイト

ＰＩＰＡにハスカップなどの農産物の基礎的

な情報の登載や、レシピなどの情報収集・発

信を行いながら、加工品づくりなど行う関係

者の利用の促進を図ることとしております。

また、市内では、商店や商工会議所、農協な

どが連携してハスカップを利用した地ビール

の研究開発、商品化を行っているほか、美唄

こめこ研究会が米粉製品の新商品開発、商品

化等を行うなど、それぞれが国等へ補助事業

申請を行い、具体的な事業展開に取り組んで

いるところでありますが、これら事業の実施

に当たり、市としましても、関係機関・団体

等と連携を図りながら、これらの活動を支援

してまいりたいと考えております。 

次に、地域資源を活用した都市と農村との
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滞留事業についてでありますが、これまでも

美唄グリーン・ツーリズム研究会が中心とな

って、修学旅行先の農業体験の受け入れなど

行っており、市は、この受け入れ農家等との

連絡調整などを行ってきたところですが、本

年度はさらに総務省の地域おこし協力隊の制

度を活用して、地域資源を活用した都市と農

村の滞留事業に取り組むことにいたしました。

この制度は地域おこし協力隊員として、地方

自治体が都市住民を受け入れ、農林漁業の応

援や住民の生活支援など、幅広く地域協力活

動に従事してもらうことを目的としており、

本市では、今年５月に札幌市在住の女性１名

を市の臨時職員として採用し、農政課職員と

一緒になって簡易宿泊施設の許可を取得した

１１戸の農家などが行っている修学旅行生の

農業体験や、宿泊体験を支援しているほか、

一般の方々の農村体験や宿泊サポートを始め

たところであります。 

今後は、こうした活動のほかに、ポータル

サイトＰＩＰＡを活用した農村が持つ魅力の

発信や美唄ファンとの交流など、美唄市と都

市住民とをつなぐかけ橋役になってもらう予

定であり、こうした活動等を進めながら、都

市と農村との滞留事業を推進してまいりたい

と考えております。 

次に、空知工業団地について、当初からの

経緯についてでありますが、空知団地は空知

産炭地域の振興策として、国の出先機関であ

る旧地域振興整備公団、現在の中小企業基盤

整備機構が造成しており、国内最大級の内陸

型団地として北海道開発の３大プロジェクト

の１つに位置づけられたところでございます。 

昭和５９年から、美唄市側の分譲が開始と

なり、平成５年には空知テクノゾーンを分譲

開始してるとこでございます。また、平成９

年には奈井江町側も分譲開始となっており、

２分譲地は現在も中小企業基盤整備機構が管

理を行っております。 

次に、空知管内における工業団地の分譲状

況と空知工業団地の分譲進捗率等についてで

ありますが、空知管内には５４の工業団地が

あり、現在分譲中のものは２２カ所で、その

うち中小企業基盤整備機構が所有する団地は

沼田、道央栗沢、夕張緑陽、空知の４カ所と

なっております。分譲状況について申し上げ

ますと、沼田団地は、面積約１０．８ヘクタ

ールに対し、約９．８ヘクタールが分譲済み

で、分譲率９０．２％、道央栗沢団地は、面

積約２８．４ヘクタール対し、約１．５ヘク

タールが分譲済みで、分譲率５．３％、夕張

緑陽団地は、面積約８ヘクタールに対し、約

４．２ヘクタールが分譲済みで、分譲率５３％

となっております。空知団地は、面積約２４

７．３ヘクタールに対し、約１３７．４ヘク

タールが分譲済みで、分譲率５５．６％で、

最近の分譲事例といたしましては、昨年８月

に群馬県の一般貨物自動車運送業者が０．４

ヘクタールを購入し、営業しております。 

次に、空知工業団地への企業誘致の推進体

制についてでありますが、昨年の４月に北海

道が気象条件、災害発生などの立地環境は整

っている石狩、千歳、苫小牧、旭川、空知の

５地域の工業団地を道内のデータセンター適

地として選定したことや、データセンターが

コンピュータの放射熱を冷やす上で多大な電

力を消費するため、寒冷地の建設が有利と言

われていることなどから、本市と奈井江町な
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どで構成する空知団地企業誘致推進会議にお

いて、企業誘致の重点方針と定めたところで

あります。 

さらに、市といたしましては、データセン

ターのほかに、最近も引き合いのあるコール

センター誘致をハイテクセンターの活用促進

と合わせて、積極的に推進してまいりたいと

考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 小関議員の質

問にお答えします。 

初めに、農業体験学習についてであります

が、美唄市小学校農業体験学習検討委員会は、

学校現場の意見反映や、幼稚園・小中高校に

おける学びの連続、地元高校や大学との連携

などとともに、地域や関係機関・団体の支援

など全市的な推進体制づくりを進めるため、

昨年１０月に設置したところであります。検

討委員会は、学校関係者として美唄市校長会

から２名、小中学校教職員２名、幼稚園、高

等学校、専修短大から各１名、農業関係者と

しては美唄市農協、峰延農協、空知農業改良

普及センター、北海道指導農業士から各１名、

学識経験者等として２名、行政関係者として

は農業委員会、市農政部、教育委員会から各

１名の全体で１６名により構成をしておりま

す。 

次に、農業体験学習の支援の中心となる支

援につきましては、これまで各学校の農業体

験活動を支えていただいている保護者や地域

の方々を中心にお願いするなど、多くの方々

から支援をいただいてるところであります。

今後とも各地域の関係の方々と十分協議しな

がら地域の実情に応じた支援体制を構築し、

農業体験学習を円滑に継続していけるよう努

めてまいりたいと考えております。 

また、農業体験学習副読本につきましては、

ホームページを活用した編集を考えており、

北海道の農業、あるいは美唄の農産物に関し

て専門的な見地からご協力をいただくため、

美唄高校、専修短大、空知農業改良普及セン

ター、美唄市農協、峰延農協から委員を推進

していただくほか、小学校関係６名の計１１

名で編集委員会を構成することとしており、

現在、設置に向けて準備を進めているところ

であります。 

次に、研修会等についてでありますが、昨

年１０月１１日に、農業体験学習検討委員会

として本市で進めようとしてる農業体験学習

について、先進地の取り組みを学び理解を含

めることを目的に、福島県喜多方市教育委員

会から指導主事を講師に招き、喜多方市にお

ける取り組みについて研修を行ったところで

あります。 

また、昨年１０月１８日には、美唄らしい

農業体験学習について市民の皆様とともに考

える機会をつくるため、食農教育の研究者で

ある帝京大学の野田教授を講師に招き、「地域

が支える食農体験と学び」をテーマに、講演

会を開催し、生きることの基本となる農業と

食について学んだところであります。 

次に、先進地視察についてでありますが、

小学校における農業体験学習を体系的に取り

組んでいる福島県喜多方市を予定しておりま

したが、できるだけ多くの関係者に先進的な

取り組みについて知っていただきたいとの考

えから、喜多方市から講師を招き研修会を開
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催し、先進地視察については取りやめたとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １０番、小関勝教議員。 

●１０番小関勝教議員 ただいま、それぞれ

答弁いただきました。自席から何点かお伺い

したいと思います。 

１つ目は、農産物の高付加価値化について

ですけども、答弁ではハスカップの地ビール

の研究や米粉製品の新開発、また国費事業の

申請とか、具体的に事業に取り組んでいると

いうことでもありました。現在も市内では米

粉を使ったパン、お菓子、それからめん類等々

が販売をされています。ただ、これらにつき

ましても、現在製粉するために、いまだに新

潟や札幌の業者に委託をしているのが実態で

す。地元で製粉ができるということになれば、

生産者もまた商業者も、そして消費者も、そ

れぞれメリットが生じるんでないかなと、こ

んな思いもして、何とかこの美唄市の中で製

粉機等を含めた農産物の加工処理施設の導入

を検討していってはどうかなと、こんな考え

方を持っておりますので、市長の考え方をお

聞きをしたいと思います。 

また、２点目は工業団地ですけれども、一

通りその経過、現状等をお聞きしました。答

弁の中では４カ所で、それぞれ沼田等々あり

ましたけれども、この２００ヘクタールを超

えるこの工業団地というのは、北海道の中で

もまれなこの空知の工業団地の広さ、５０％

を超える分譲が進んでいるということで、今

後もさらにこれらの分譲を一生懸命誘致して

進めていかなきゃならないだろうと。ただ、

一般市民の方々からは、その工業団地が何か

市が持って、買ってものをやってるんじゃな

いかという、そういう違った受けとめ方をし

ている市民も中にいるわけです。今ほど聞き

ましたけれども、これについては、それぞれ

公団の方で管理をし、市は企業の誘致推進を

行っているんだと、こういう答弁でありまし

たので、これについては、理解をしたいと思

います。 

ただ、その中でデータセンターの誘致活動

ですけども、道内５地区が適地と選定された

ということですけども、美唄市を除いた他の

市の誘致活動の動き等、これがもしわかれば

お聞きをしたいなと思いますし、また、空知

工業団地では他市よりも立地等の優位性があ

るんでないかなと、こんな思いもしてます。

これらの優位性等も含めながら、今後の取り

組みに弾みをつけるような要素があれば、そ

の考え方についてもお聞きをしたいなという

ふうに思います。 

３点目は、グリーン・ルネサンス事業の昨

年の取り組み内容等についてはわかりました。

視察については、経緯からして、取りやめた

んだと。こういうことで、多くの市民の方々

に理解をしてもらうために、研修会、講習会

等で整理をしたということなんで、それにつ

いては理解をしたいと思います。 

ただ、今年はソフト事業からハード事業に

切りかわっていくわけで、実践を今年はして

行かなきゃならんわけです。その実践に向け

た取り組みについて、一通りお聞きをしたい

と思います。 

１つ目は、農業体験学習の指導は、これは

誰だれが行うのかということです。 

２つ目は、農業体験の学習時間というのは、
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年間カリキュラムはどれぐらいとられるのか。

また、使用するテキストの策定状況はどうな

っているのか。 

また、３つには、本年度から市内全部の小

学校でこれらの授業を取り組む予定になって

いるのかどうか。さらに、教育課程特例区制

度を活用しようと、実施をするということも

昨年の答弁の中でもありましたけど、これら

の制度の概要と具体的な対応について、お伺

いをしたいと思います。 

以上３点、お答えをお願いします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 小関議員の質問にお答え

します。 

初めに、農産物加工施設についてでありま

すが、農産物を加工して付加価値をつけてい

くことは、本市農業を振興していく上で大切

な取り組みであり、このことは、今年３月末

に策定された新たな食料・農業・農村基本計

画で示されている農業・農村の６次産業化の

推進とも合致するほか、本市の食にこだわっ

たまちづくりを推進する上でも重要であると

考えております。こうした中で、美唄こめこ

研究会では、美唄産米を地元で製粉して、新

たな米粉製品の開発・商品化等を進めるため

に、国の６次産業化対策事業の補助事業で米

粉製粉機をリースで導入することを計画し、

この事業計画が先月採択されたとお聞きをし

ております。導入する製粉機の処理能力は、

１時間当たり１０キログラムで、本年度８ト

ンの米粉をつくる計画と聞いており、このこ

とで新たな米粉製品の開発が進むものと期待

しているところであります。今後は、こうし

た民間での事業成果等を踏まえながら、農産

物加工施設に対する市の取り組みのあり方等

について検討してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、他市の状況と空知団地の優位性につ

いてでありますが、他市では、特に石狩市が

データセンター設置事業者に対する優遇措置

を条例として定め、誘致活動を展開している

と承知しております。空知団地の優位性は、

道がデータセンター建設の適地として選定し

た５地域の中で最も分譲価格が安い、高速道

路や空港から近い、自然災害に強いことから、

国の外郭団体である自治体衛星通信機構の管

制局が設置されている、豪雪地帯の特性を生

かした雪冷熱エネルギーの利用は可能、自然

や文化が調和した環境にあるなど、他の地域

に比べても本市の優位性は十分にあるものと

考えております。 

市では今年５月に、東京で開催されたデー

タセンター関連企業が一堂に集まる日本最大

の専門展であるクラウドコンピューティング

ＥＸＰＯに職員を派遣し、情報収集と空知団

地の優位性をＰＲしてきたほか、その際に接

触した企業に対してデータセンターの立地意

向調査を行うなど、今後とも国・北海道と十

分連携を図りながら、データセンターの企業

誘致活動を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 小関議員の質問にお答

えします。 

グリーン・ルネサンス推進事業についてで

ありますが、農業体験学習の指導は、学級担

任が担うこととなりますが、内容によっては
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農業の専門家である地域の農家の方々や、農

協の営農指導の担当者、さらには、農業改良

普及センターの協力も得ながら農業体験学習

を進めてまいりたいと考えております。 

次に、学習時間についてでありますが、農

業体験学習については、総合的な学習の時間

を中心として、理科、社会科など、他の教科

との関連を持たせながら行っていくこととし

ております。このため、地域から学ぶなど、

総合的な学習の時間の他の学習とのバランス

等を考慮し、学年に応じ１１時間から１７時

間程度と考えており、今年度の実施状況も検

証しながら、設定してまいりたいと考えてお

ります。また、総合的な学習時間の設定がな

い１年生及び２年生につきましては、生活科

を基本に実習をしてまいりたいと考えており

ます。 

実施校についてでありますが、本年度は学

校によって体験学習内容に違いがありますが、

稲作体験、畑作体験を行うなど、すべての小

学校で実施することとしております。 

次に、副読本の策定状況についてでありま

すが、今月末には第１回の編集委員会を開催

し編集作業を進め、年度内には副読本の策定

を終え、学校で利用できるよう取り進めてま

いりたいと考えております。 

次に、教育過程特例校制度についてであり

ますが、農業科特区申請を行わず、文部科学

省への申請により、市町村教育委員会が独自

の教育課程を編成できるもので、先進地であ

ります喜多方市において取り組みを進めてお

りました。このため、本市においても導入を

検討してまいりましたが、総合的な学習時間

の中で一定の時間を確保し、基本的なカリキ

ュラムを示しながら進めていくことで、十分

目的が達成できることから、総合的な学習時

間を中心に各教科との関連を持たせながら、

推進していくこととしたところでございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 お諮りいたします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた

したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認め、そのように決定いたし

ました。 

本日はこれをもって延会いたします。 

 

午後２時１８分 延会 
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